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侯
馬
盟
主
目

経
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

五

越

「
稜
」
・
「
沼
」
氏
d

な
る
字
釈
に
よ
る
時
期
決
定
の
検
討
を
基
礎
と
し
て
｜

平

隆

郎

勢

一
、
は
じ
め
に

一
九
六
五
年
十
二
月
に
発
見
さ
れ
た
侯
馬
盟
書
が
、
先
秦
時
代
を
代
表
す
る
貴
重
な
文
字
史
料
で
あ
る
こ
と
は
、
万
人
の
認
め
る
と
こ

ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
そ
の
製
作
時
期
に
関
し
二
つ
の
説
が
対
立
し
、
一
方
の
説
が
有
力
に
は
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
い
ま
だ
完
全
に
は
決
着
し
て
い
な
い
。
こ
の
現
状
を
将
来
し
た
主
な
理
由
は
、
こ
の
盟
書
に
見
え
る
人
名
が
従
来
よ
り
知
ら
れ

る
文
献
史
料
中
の
人
名
と
う
ま
く
重
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
本
論
は
、
こ
の
盟
書
の
人
名
の
字
釈
を
再
検
討
し
、
従
来
の
字
釈
の
誤
り

を
正
し
て
文
献
史
料
中
の
人
名
と
一
致
す
る
こ
と
を
論
証
し
、
侯
馬
盟
書
の
製
作
時
期
を
確
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
上
で
、

こ
れ
に
関
連
し
た
諸
問
題
を
検
討
す
る
。

侯
馬
盟
書
「
企
・
「
紳
径
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

四
五



侯
馬
盟
書
「
A
W
」
・
「
将
」
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

四
六

二
、
問
題
の
所
在

こ
れ
を
製
作
し
た
中
心
人
物
で
あ
る
「
越
孟
」
（
子
趨
孟
）
に
対
す
る
忠
誠
と
敵
対
す
る
勢
力
に
対
す
る
敵
視
な
い
し
呪
岨

と
を
そ
の
内
容
と
す
る
。
「
越
孟
」
は
文
献
に
も
多
数
記
き
れ
、
い
ず
れ
も
越
氏
の
家
主
の
称
号
で
あ
説
。
こ
れ
に
敵
対
す
る
勢
力
の
筆
頭

に
記
さ
れ
る
の
は
「
越
か
尼
。
」
等
と
字
釈
さ
れ
た
人
物
（
越

J
F）
で
、
越
氏
の
族
員
と
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
本
盟
書
が
越

氏
の
内
紛
に
関
わ
る
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
異
論
な
い
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

筆
者
は
先
に
『
春
秋
晋
回
復
馬
盟
書
》
字
体
通
覧
｜
山
西
省
出
土
文
字
史
料
｜
』
（
以
下
『
通
覧
勺
）
に
お
い
て
、
本
盟
書
を
め
ぐ
る

研
究
史
と
基
本
的
問
題
点
を
ま
と
め
、
盟
書
個
々
の
字
体
（
字
形
・
書
体
）
を
比
較
す
る
た
め
の
表
を
掲
げ
た
。
そ
こ
で
は
研
究
史
の
な
か

に
、
盟
書
製
作
時
期
を
め
ぐ
る
二
つ
の
有
力
な
説
を
位
置
づ
け
て
い
る
（
以
下
「
第
一
説
」
・
「
第
二
説
」
と
称
す
る
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
こ
に

本
盟
書
は
、

述
ぺ
た
点
に
つ
い
て
は
賛
言
す
る
の
を
避
け
て
こ
れ
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、
以
下
に
は
、
ま
ず
そ
の
骨
格
お
よ
び
そ
こ
に
述

べ
る
余
裕
の
な
か
っ
た
点
に
し
ぼ
っ
て
検
討
し
、
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

「
第
一
説
」
は
、
本
盟
書
が
基
本
的
に
整
理
さ
れ
た
段
階
で
有
力
と
な
っ
た
張
領
氏
の
見
解
で
、
江
村
治
樹
氏
が
こ
れ
を
承
け
て
い
針
。

す
な
わ
ち
『
左
伝
』
定
公
十
三
年
（
前
四
九
七
）

i
哀
公
五
年
（
前
四
九
O
）
に
記
さ
れ
た
趨
氏
内
紛
に
関
わ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
内
紛
で
は
、
遡
氏
の
宗
主
た
る
越
孟
（
越
酬
明
、
越
街
子
）
と
そ
の
一
族
で
あ
る
郎
郭
越
氏
（
郁
郁
を
本
拠
と
し
、
越
稜
を
頭
と
す
る
）
と
の

聞
に
争
い
が
起
こ
り
、
前
者
が
勝
利
を
お
さ
め
て
い
る
。

「
第
二
説
」
は
、
唐
蘭
氏
が
提
示
し
、
高
明
・
得
時
氏
が
こ
れ
を
承
け
た
見
解
官
、
『
史
記
』
越
世
家
に
見
え
る
超
氏
内
紛
（
前
回
二
五

i
四
二
四
年
八
六
国
表
〉
）
に
関
わ
る
と
す
る
。
越
簡
子
の
子
の
超
一
義
子
は
兄
の
子
の
越
涜
を
太
子
と
し
、
こ
れ
が
宗
主
と
な
っ
た
（
献

侯
）
。
こ
れ
に
一
義
子
の
弟
（
『
世
本
』
は
「
子
」
と
す
る
）
の
越
桓
子
（
越
嘉
）
が
謀
反
を
起
こ
し
て
自
立
し
、
献
侯
を
放
逐
し
た
が
、
一
年
後

に
桓
子
が
死
ぬ
と
国
人
は
そ
の
子
を
殺
し
て
献
侯
を
迎
立
し
て
い
る
。
桓
子
に
よ
る
献
候
放
逐
の
際
に
製
作
さ
れ
た
盟
書
と
す
る
も
の
で



点
山
ヲ

hv

。
上
記
二
説
が
盟
辞
解
釈
の
上
で
も
っ
と
も
対
立
す
る
の
は
、
第
一
類
・
第
二
艇
に
記
さ
れ
た
「
嘉
」
の
解
釈
で
あ
る
。
前
者
は
こ
れ
を

宗
主
越
孟
の
尊
称
と
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
人
名
に
し
て
桓
子
の
こ
と
と
す
る
の
で
あ
る
。

盟
書
整
理
の
途
中
で
「
誼
呪
類
」
と
命
名
さ
れ
た
第
五
類
盟
書
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
字
句
中
に
、
上
記
の
事
件
の

過
程
で
越
孟
と
敵
対
し
遂
に
は
国
外
に
追
わ
れ
た
「
中
行
寅
」
の
名
が
見
い
だ
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
説
が
強
化
さ
れ
足
。
し
か
し
、
こ

れ
に
対
し
て
は
、
高
明
氏
が
、
第
五
類
だ
け
が
墨
書
さ
れ
残
り
は
す
べ
て
朱
書
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
、
朱
書
盟
書
は
第
五
類
と
は

製
作
時
期
が
異
な
る
も
の
と
主
張
し
て
い
説
。

吉
本
道
雅
阪
は
、
盟
書
字
句
を
、
河
南
省
温
県
か
ら
出
土
し
た
盟
書
（
以
下
「
温
県
盟
書
」
）
や
『
左
伝
』
所
載
の
盟
書
と
比
較
し
て
編
年

し
、
温
県
盟
書
と
同
じ
時
期
と
し
て
、
第
一
説
を
肯
定
し
た
。
こ
れ
は
朱
書
盟
書
を
検
討
の
対
象
と
す
る
も
の
で
、
高
明
氏
の
批
判
に
対

前
者
に
つ
い
て
は
、

す
る
反
批
判
と
し
て
も
つ
意
味
は
大
き
い
。
温
県
盟
書
と
侯
馬
盟
書
と
を
つ
な
げ
る
鍵
は
、
内
容
の
類
似
と
い
う
こ
と
だ
が
、
と
り
わ
け

「
郵
政
」
と
い
う
人
物
が
一
致
す
る
点
が
注
目
さ
れ
説
。
し
か
し
、
侯
馬
盟
書
と
温
県
盟
書
と
が
同
じ
時
期
と
し
て
も
、
絶
対
年
代
を
付

与
す
る
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
春
秋
末
か
ら
戦
国
初
め
に
か
け
て
、
文
献
史
料
が
と
り
わ
け
希
薄
に
な
る
時
期
で
あ
る
点
が
懸
念
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
吉
本
氏
も
着
目
し
た
こ
と
だ
が
、
温
県
盟
書
に
は
「
十
五
年
十
二
月
乙
未
期
辛
酉
」
な
る
紀
年
銘
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
あ
る

君
主
の
十
五
年
で
一
日
が
乙
未
に
な
る
十
二
月
の
辛
酉
の
日
」
と
解
釈
で
き
る
。
こ
れ
か
ら
第
↓
説
・
第
二
説
に
関
わ
る
適
当
な
年
代
（
あ

る
君
主
の
十
五
年
で
一
日
が
乙
未
に
な
る
十
二
月
の
あ
る
年
）
を
き
が
す
に
は
、
春
秋
戦
国
時
代
の
暦
の
研
究
を
ひ
も
と
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
君
主
と
し
て
問
題
に
す
べ
き
は
、
侯
馬
・
温
県
両
盟
書
の
出
土
地
・
内
容
か
ら
み
て
晋
侯
と
周
王
で
あ
ろ
う
。
第
一
説
で
は
晋
の
定

侯
十
五
年
（
前
四
九
七
年
）
が
、
第
二
説
で
は
周
考
王
の
十
五
年
（
前
四
二
六
年
）
が
さ
し
あ
た
り
問
題
に
な
る
。
暦
日
の
実
際
に
つ
い
て

は
、
新
城
新
蔵
博
士
が
「
春
秋
長
暦
図
」
と
い
う
理
念
的
暦
を
製
作
し
、
こ
れ
は
「
戦
国
秦
漢
長
暦
図
」
の
一
部
に
も
続
い
て
い
封
。
ま

侯
馬
盟
書
「
令
」
・
「
特
」
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

四
七



侯
馬
盟
書
「
企
・
「
牌
」
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

四
八

天
文
計
算
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
朔
日
干
支
一
覧
（
冬
至
合
朔
時
日
表
）
と
、
想
定
さ
れ
た
各

種
の
暦
比
較
表
（
史
日
朔
閏
表
）
お
よ
び
付
表
か
ら
成
り
、
便
利
で
あ
封
。
実
際
の
暦
日
は
、
大
小
月
配
置
の
関
係
に
よ
っ
て
は
こ
れ
と
一

日
ず
れ
た
り
す
る
し
、
月
の
ほ
う
も
閏
月
配
置
の
関
係
で
一
ヶ
月
ず
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
説
。
文
献
史
料
か
ら
は
、
周
・
魯
の
暦
は
冬
至

を
含
む
月
を
正
月
と
す
る
暦
（
周
暦
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
こ
の
他
立
春
を
含
む
月
を
正
月
と
す
る
暦
（
い
わ
ゆ
る
夏
暦
）
が

存
在
し
、
立
冬
を
含
む
月
を
正
月
と
す
る
暦
も
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
封
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
念
頭
に
お
く
と
、
第
一
説
に
お
い
て
は
、
晋

の
定
公
十
五
年
（
魯
定
公
十
三
年
、
前
四
九
七
年
）
の
周
暦
正
月
朔
が
「
春
秋
長
謄
図
」
で
は
「
丙
申
」
（
「
乙
未
」
の
翌
日
）
、
『
中
国
先
秦
史

暦
表
』
で
は
「
乙
未
」
に
な
っ
て
い
封
。
周
暦
正
月
は
夏
暦
で
は
通
常
十
一
月
に
あ
た
る
（
『
中
国
先
秦
史
暦
表
』
史
日
朔
問
表
）
が
、
「
春
秋

長
暦
図
」
が
そ
の
一
ヶ
月
前
に
置
間
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
晋
の
暦
に
お
い
て
こ
の
置
聞
が
す
こ
し
遅
れ
、
周
暦
二
月
を
閏
月
と
し

た
、
張
培
稔
氏
の
『
中
国
先
秦
史
暦
表
』
は
、

て
い
た
と
仮
定
す
る
と
、
問
題
の
周
暦
正
月
は
晋
国
夏
暦
の
十
二
月
と
な
る
（
置
聞
は
年
末
に
な
る
）
。
た
だ
し
、
こ
う
な
る
と
こ
の
十
二
月

は
前
年
「
十
四
年
」
の
十
二
月
に
な
る
。
こ
れ
で
は
紀
年
の
「
十
五
年
」
と
合
わ
な
く
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
十
四
年
」
は
、
前
王

死
去
の
翌
年
を
元
年
と
す
る
『
春
秋
』
の
体
裁
に
よ
っ
て
、
温
回
侯
の
紀
年
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
吉
本
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

晋
国
に
お
い
て
は
年
内
改
元
し
た
と
解
釈
す
れ
ば
事
な
き
を
得
説
。
か
く
し
て
、
前
四
九
八
年
i
四
九
七
年
初
は
問
題
の
紀
年
（
十
五
年
）

に
合
致
す
る
。
紀
年
の
「
十
五
年
乙
未
朔
正
月
」
は
西
届
前
四
九
八
年
十
二
月
十
二
日

i
四
九
七
年
一
月
十
八
日
、
「
辛
酉
」
は
前
回
九
七

年
一
月
十
五
日
と
な
る
（
『
中
国
先
秦
史
暦
表
』
冬
至
合
朔
時
日
表
）
。

一
方
第
二
説
は
と
い
う
と
、
周
考
王
の
十
五
年
の
翌
年
（
前
四
二
五
年
）

の
周
暦
三
月
朔
が
「
春
秋
長
暦
図
」
・
『
中
国
先
秦
史
暦
表
』
と
も
に
「
丁
酉
」
（
己
未
の
翌
々
日
）
で
あ
る
の
が
一
応
候
補
に
上
る
が
、
周
暦

三
月
を
十
二
月
に
す
る
暦
は
従
来
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
春
分
を
含
む
月
を
正
月
と
す
る
暦
（
周
暦
十
五
年
の
翌
年
三
月
ま
で
は
、
そ
の
暦
の
十

五
年
で
あ
る
）

の
存
在
を
あ
ら
た
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
し
か
し
、
「
周
の
考
王
十
五
年
」
と
仮
定
す
る
の
に
周
暦
で
な
い

と
い
う
の
は
お
か
し
い
。
ま
た
『
中
国
先
秦
史
暦
表
』
に
示
さ
れ
た
天
文
学
上
の
朔
日
と
二
日
の
ず
れ
を
示
村
と
い
う
こ
と
も
大
い
に
気

に
な
る
。
以
上
、
温
県
盟
書
が
候
馬
盟
書
と
同
時
期
の
も
の
と
仮
定
す
る
と
、
紀
年
銘
に
よ
る
か
ぎ
り
第
一
説
の
ほ
う
が
有
力
で
あ
る
。



し
か
し
、
第
二
説
は
成
り
立
ち
得
な
く
な
っ
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
。
第
一
説
を
有
力
に
す
る
紀
年
銘
が
、
別
の
地
温
県
か
ら
出
土
し

た
盟
書
の
も
の
だ
と
い
う
理
由
の
み
か
ら
で
は
な
い
。
侯
馬
盟
書
第
一
類
・
第
二
類
に
記
さ
れ
た
「
嘉
」
を
人
名
と
す
る
と
い
う
見
解
を

否
定
し
き
れ
な
い
か
ら
で
あ
り
、

ま
た
下
述
す
る
よ
う
に
、
音
韻
学
的
見
地
か
ら
は
、
「
越

J
Y」
を
「
越
グ
尼
。
」
と
字
釈
し
て
「
超
稜
」

と
す
る
見
解
が
難
点
を
有
す
る
の
と
対
照
的
に
、
「
超
。
化
。
」
と
字
釈
し
こ
れ
を
「
越
涜
」
と
す
る
高
明
氏
の
見
解
は
、
同
音
関
係
を
設

定
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
問
題
の
鍵
で
あ
る
「
越

ρAY」
が
文
献
に
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
よ
う
と
い
う
試
み
を
、
研
究
史
の
上
で
再

検
討
し
て
お
こ
う
。

字
釈
と
し
て
「
尼
」
が
有
力
と
な
る
以
前
、
郭
沫
若
氏
は
こ
れ
を
「
化
」
と
釈
し
、
越
の
武
侯
の
名
と
し
た
。

事－
J

－〆、

ナ
J
J
J
t』白、

こ
れ
は
単
に

武
侯
即
位
時
に
越
氏
の
内
紛
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
状
況
証
拠
と
し
た
だ
け
で
、
武
侯
の
名
前
は
史
料
中
に
見
え
な
い
の
を
無
理
に

「
化
」
と
想
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

郭
民
は
つ
い
で
こ
れ
を
「
北
」
と
釈
し
た
。
「
北
」
は
「
朔
」
に
通
じ
る
と
し
、
文
献
に
み
え
る
「
越
朝
」
を
「
越
朔
」
の
誤
り
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
越
朝
は
上
記
の
武
侯
の
子
に
し
て
自
立
が
果
た
せ
ず
貌
に
出
奔
し
て
い
る
。
し
か
し
、
字
の
誤
り
と
す
る
論
拠
は
な
に
も

7

、0
4
L
d
l
v
 「

井
」
と
釈
し
た
者
も
い
た
。
「
扉
」
の
略
体
に
し
て
「
越
田
ど
の
こ
と
と
す
る
。
越
国
叶
は
屠
岸
買
の
謀
略
に
よ
っ
て
越
朔
・
越
同
・
越

括
と
と
も
に
殺
さ
れ
た
人
物
で
、
こ
の
時
越
氏
は
滅
亡
の
淵
に
立
た
さ
れ
て
い
る
（
越
世
家
晋
景
侯
三
年
条
）
。
し
か
し
、
こ
の
争
乱
は
越
氏

の
内
紛
で
は
な
く
、
侯
馬
盟
書
に
記
さ
れ
た
「
子
超
孟
」
と
「
越
か
件
。
」
と
の
対
立
の
図
式
に
合
わ
な
い
。
ま
た
「
扉
」
と
い
う
字
釈
も

不
適
当
と
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
陶
正
剛
・
王
克
林
両
回
以
来
、
「
令
」
を
「
尼
」
と
す
る
字
釈
が
有
力
と
な
り
今
に
い
た
る
。

越
領
闘
は
、
「
越
か
尼
。
」
と
郁
郁
越
氏
の
中
心
人
物
た
る
「
越
稜
」
と
を
字
形
と
字
義
の
上
か
ら
結
び
つ
け
よ
う
と
試
み
た
。
「
尼
」
は

「
幌
」
の
略
体
で
あ
り
、
「
幌
」
と
「
曜
」
・
「
翻
」
・
「
撒
」
と
が
音
義
相
通
じ
「
和
」
に
は
「
鮎
」
の
意
味
が
あ
る
（
『
説
文
』
）
と
指
摘

侯
馬
盟
書
「
令
」
・
「
叫
坦
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

四
九



候
馬
盟
書
「
会
」
・
「
帥
坐
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

五。

し
、
「
稜
」
に
も
「
瀦
」
の
意
味
が
あ
る
（
『
説
文
』
「
稜
」
段
注
に
「
粘
な
る
も
の
を
『
枕
』
と
い
う
」
と
あ
り
、
同
「
税
」
段
注
に
「
杭
」
は
ヲ
動
8

稲
」
の
こ
と
と
あ
る
）
と
し
た
。
ま
た
「
稜
」
は
「
即
」
と
音
通
し
（
『
説
文
』
「
稜
」
段
注
）
、
「
即
」
と
「
用
」
と
が
意
味
の
上
で
つ
な
が
る

（
『
爾
雅
』
釈
詰
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
尼
」
と
「
稜
」
と
の
関
わ
り
を
追
求
す
る
あ
ま
り
、
「
即
」
と
「
尼
」
と
の
「
同
義
」
の

議
論
が
、
「
同
音
」
の
議
論
に
す
り
替
わ
っ
て
い
る
の
は
首
肯
で
き
な
吋
。
確
か
に
「
同
義
」
の
議
論
そ
の
も
の
は
、
実
は
本
論
に
も
後
で

述
べ
る
よ
う
に
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
議
論
を
出
発
点
と
し
て
、
製
作
時
期
を
語
る
に
は
、
傍
証
が
必
要
に
な
り
、
結
局

決
め
手
と
す
る
に
は
不
足
が
あ
る
。

高
明
隠
は
、
「
越

9
4
J
」
を
「
越
グ
化
。
」
と
釈
す
郭
説
を
復
活
さ
せ
、
「
化
」
と
「
涜
」
が
音
韻
上
通
じ
る
こ
と
を
理
由
に
、
そ
れ
を

「
越
涜
」
（
献
侯
）
で
あ
る
と
し
た
。
第
一
類
・
第
二
類
に
見
え
る
「
嘉
」
を
「
越
嘉
」
す
な
わ
ち
越
桓
子
と
す
る
解
釈
と
合
わ
せ
、
第
二

説
は
強
力
な
論
拠
を
得
た
こ
と
に
な
る
。
確
か
に
「
会
」
を
「
化
」
と
釈
す
こ
と
が
可
能
な
場
合
も
存
在
す
る
こ
と
は
、
張
領
国
も
指
摘

す
る
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
上
古
音
で
は
「
他
」
（
富
田
、
舌
根
音
、
歌
部
合
口
）
と
「
涜
」
（
回
骨
、
舌
根
音
、
元
部
合
口
J
M
）
と
は
、
た
が
い

に
通
韻
の
関
係
も
あ
り
得
て
声
母
も
近
い
。
し
か
し
、
「
化
」
と
い
う
字
釈
が
は
た
し
て
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
別
に
検
討
の
必
要
が

あ
る
。
す
べ
て
が
「
化
」
と
釈
す
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
例
外
の
方
が
多
い
と
い
う
事
実
は
無
視
で
き
な
い
。

こ
の
字
釈
の
こ
と
に
も
関
わ
る
が
、
高
明
隠
は
ま
た
、
士
口
林
大
学
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
古
文
字
討
論
会
に
お
け
る
李
学
勤
・
装
錫
圭
・

部
本
性
三
氏
の
説
を
紹
介
し
て
、
問
題
の
字
は
「
弧
」
・
「
侃
」
と
釈
せ
る
と
し
、
こ
の
「
弧
」
と
「
化
」
と
が
音
通
す
る
と
指
摘
し
た
。

し
か
し
、
上
古
音
と
し
て
は
「
弧
」
は
「
冨
位
、
舌
根
音
、
魚
部
陰
声
合
口
」
、
「
瓜
」
は
「

Z
K、
舌
根
昔
、
魚
部
陰
声
合
口
」
、
「
化
」

は
「

E
曲
、
舌
根
音
、
歌
部
合
口
」
で
あ
引
か
ら
、
氏
が
と
も
に
「
歌
」
部
に
属
す
る
と
い
う
の
は
誤
解
で
あ
ろ
う
。
音
通
は
考
え
る
べ
き

む
し
ろ
、
字
釈
と
し
て
は
、
「
化
」
よ
り
も
は
る
か
に
「
弧
」
の
ほ
う
が
問
題
の
字
に
近
い
よ
う
に
思
え
る
こ
と
が
、

で
は
な
い
。

こ
の
説

に
と
っ
て
最
も
気
に
な
る
点
で
あ
る
。

筆
者
は
『
通
覧
』
に
お
い
て
、
侯
馬
盟
書
の
書
き
手
の
字
体
意
識
か
ら
見
て
、
「
合
」
は
「
吊
」
と
釈
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を



指
摘
し
凶
。
こ
れ
を
前
提
と
す
る
な
ら
、
上
記
の
張
領
氏
の
「
尼
」
と
い
う
字
釈
を
前
提
と
す
る
議
論
は
、

そ
も
そ
も
成
立
し
な
い
こ
と

た
だ
、
筆
者
も
そ
の
際
「
企
の
部
首
は
「
－

K
↓
「
？
」
（
之
と
変
化
し
た
可
能
性
は
な
い
か
、
す
な
わ
ち
「
主
は
「
射
」

と
釈
せ
な
い
か
と
問
題
提
起
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
射
」
を
「
稜
」
と
の
関
わ
り
か
ら
議
論
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
「
射
」
（

3
r、

舌
尖
育
、
あ
る
い
は

2
r
、
舌
面
前
育
、
魚
部
絵
声
関
口
）
と
「
稜
」
（

Z
F
Z
、
舌
尖
前
音
、
脂
部
入
声
寸
と
の
音
通
を
考
、
え
な
け
れ
ば
な
ら

に
な
る
。

ず
、
同
音
関
係
を
語
る
に
は
や
は
り
難
が
生
ヒ
る
の
で
あ
る
。

以
上
研
究
史
を
概
観
し
て
判
明
す
る
こ
と
は
、
状
況
証
拠
は
第
一
説
に
有
利
で
あ
る
が
、
肝
腎
の
「
越

J
Y」
の
字
釈
に
関
し
て
難
点

が
あ
り
、
一
方
第
二
説
は
音
韻
学
上
有
利
な
論
拠
を
持
っ
て
い
な
が
ら
、
状
況
証
拠
に
難
点
が
あ
り
、
し
か
も
、
「
越
ρ
令
。
」
に
つ
い
て

の
字
釈
が
完
全
に
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
も
し
仮
に
「
超

J
F」
が
「
越
グ
稜
L
と
釈
せ
れ

ば
、
問
題
は
い
っ
き
に
解
決
す
る
だ
ろ
う
。
第
一
説
は
、

そ
の
豊
富
な
状
況
証
拠
が
こ
れ
を
補
完
し
、
第
二
説
は
そ
の
論
拠
を
失
う
か
ら

で
あ
る
。
筆
者
は
最
近
、
検
討
の
過
程
で
、
問
題
の
「
会
」
字
は
、

や
は
り
「
尼
」
と
釈
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
念
頭
に
上
っ
た
こ
と
の
な
い
別
の
字
に
釈
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
想
定
す
る
に
い
た
っ
た
。

そ
こ
で
、

こ
の
点
に
つ
い
て
、
以
下

に
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
「
告
」
字
に
つ
い
て

上
述
し
た
よ
う
に
「
持
」
字
は
陶
正
剛
・
王
克
林
両
回
以
来
「
尼
」
と
い
う
字
釈
が
有
力
と
な
っ
て
い
た
が
、
「
化
」
・
「
弧
」
・
「
侃
」
と

い
う
字
釈
も
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
以
外
に
「
北
」
・
「
扉
」
と
い
う
字
釈
も
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
す
る

た
め
に
問
題
の
字
（
《
表
1
》）

と
こ
れ
ら
の
通
常
知
ら
れ
る
字
体
公
表
2
》
）
と
を
示
し
て
お
こ
う
。

侯
馬
盟
書
「
会
」
・
「
帥
世
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

五



侯
罵
盟
書
「
合
」
・
「
一
特
］
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

五

で
は
ま
ず
「
尼
」
と
い
う
字
釈
か
ら
検
討
を
始
め
る
。
ま
ず
念
頭
に
置
く
べ
き
な
の
は
、
先
秦
時
代
の
文
字
で
、

と
釈
さ
れ
た
字
は
問
題
の
字
を
除
い
て
一
例
も
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
実
は
問
題
の
字
が
「
尼
」
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
作
業
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
こ
の
「
尼
」

上
述
し
た
こ
と
だ
が
、
筆
者
は
『
通
覧
』
序
文
の
な
か
で
、
問
題
の
字
が
「
尼
」
で
は
な
い
と
論
じ
た
。
侯
馬
盟
書
の
字
体
の
特
色
か

ら
い
っ
て
、
そ
う
は
釈
せ
な
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。

盟
書
個
々
の
書
き
手
が
字
形
お
よ
び
書
体
（
字
体
）
を
意
識
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
の

考
察
（
『
通
覧
』
）
に
よ
れ
ば
、
侯
馬
盟
書
は
多
く
の
書
き
手
が
盟
書
作
成
に
加
わ
り
、
限
ら
れ
た
数
の
手
本
を
筆
写
し
た
の
で
、
そ
の
く
せ

が
盟
書
に
反
映
さ
れ
、
手
本
に
な
い
字
と
思
わ
れ
る
も
の
を
混
ぜ
て
同
じ
字
を
複
数
の
字
形
で
表
現
し
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
る
。
し
か

侯
馬
盟
書
の
字
体
の
特
色
と
は
、

し
、
個
々
の
盟
書
を
見
れ
ば
、
書
き
手
の
字
体
意
識
の
結
果
と
し
て
、
そ
う
し
た
例
は
む
し
ろ
少
な
く
、
基
本
的
に
同
じ
字
は
閉
じ
字
体

で
書
き
、
部
首
の
省
略
も
規
則
的
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
点
か
ら
侯
馬
盟
書
中
の
問
題
の
字
を
見
て
ゆ
く
が
、
こ
の
字
は
第
二
類
（
二
種
を

除く）・第三類・第六類三種・第七類一種に見られるので、より厳密さを求めるため、これらの類種のみによって検討

？？ it 
VY-・ 
例｜ ，、 九
vg Ji 
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〈表 1}

‘侠
H
4
m
k
H中
心
山
〈
U

恒
〉
し
（
山
凶
作
文
物
工
作
委
H
会
ぷ
脱
出
向
邸
内
L

所
収
、

一
九
七
六
午
、
文
物
山
版
制
）
よ
り



東
潤
金
文
等

l
J
U
T
幅

増

存

一

i
L
L

A
r－
－

一

一

一

五

一

九

1
1
h
a

’li
l
i－－
I
l
l
1白
4
i
l
l
s
i
l
l
i－－－
l
i
l
i
a－－
1
1
1
1
1十
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i－－
i
f
i
l
l
a
－－
i
i
l
i
l
l
i
i
i
1
1
4

K
M
切
・
：
鼠
久
；
κf
古
品
持

X
A
1

＋
株
伐

甲
骨
文

西
岡
金
文

k
ト
1

る

1
0
1
二
二
六
八

ャ
1
l
v
存

下

水

へ

4
前ニ・

J
V
巳
v

－
F

宝
九

I
C
二
七
・
五

折f
古
持
問

h
－瓜
J
W
4

L
）

K
l

，ド
h
，
－
d

H

1

4

h｛
一
二
六
六

A
H二
六
－

E
－
司
飾

2
1
4
1綿
伯
』

h
川

1
2

れ

川

音

書

ぐ
前
五
・

l

F

K

L

t

1

p

i
j
四
七
・
－
』
ハ
l
／
省
大
・
二
h

、41
柳

品

開

守

合

旬

寸

T
l
北
腸
布

れ
ハ
岨
岬
子
鮪

a－
H
仰
祈
後
下
三
大
・
六

持：
櫨 1-・ . 
鱈l ! 

君’爽 i

心
ι廿
川
中
山
豆
胤

す
る
こ
と
を
旨
と
し
、
他
の
類
に
渡
る
場
合
に
は
注
記
す
る
。

徐
仲
針
主
編
司
漢
語
古
文
字
字
形
表
』
（
一
九
八
二
年
・
文
史
哲
出
版
社
）
よ
り

~、置rmm狐
u
A
A
H
t
 

、，，

d
U
H
化

知

同
司

aa－－－
E

．，

ι

－
，
‘
、

m竹
内

開

l
山
、
胤
j
問
、
日
1
問
、
初
、
揃
）
、
同
じ
部
首
を
も
っ
「
此
」

の
「
じ
」
の
字
体
と
比
較
し
て
み
る
と
（
『
通
覧
』
表
口
〈
子
越
孟
V
、
お
よ
び
第
四
類
の
表
制

i
m）
、
前
者
は
「
A
7」
、
後
者
は
「
ナ
」
と
書

明
か
に
別
字
で
あ
る
。
上
記
の
盟
書
の
書
き
手
の
性
格
か
ら
す
る
と
、
問
題
の
字
は
「
尼
」
で
は
な
い
と
言
い
得
る
。
「
尼
」

「
尼
」
と
釈
す
は
ず
の
「
じ
」
の
部
分
に
つ
い
て
（
『
通
覧
』
表
明
記
1
4
、

い
て
い
て
、

侯
馬
盟
書
「
令
」
・
「
舛
」
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

五



侯
馬
盟
書
「
舎
で
「
舛
－
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

五
回

と
釈
し
で
も
問
題
の
解
決
に
役
立
た
な
い
と
す
れ
ば
、

同
じ
「

ι」
を
部
首
に
も
つ
「
化
」
・
「
北
」
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
議
論
が
成
り
立
つ
。

次
に
「
弧
」
・
「
侃
」
で
あ
る
が
、
右
側
の
部
首
「
瓜
」
に
つ
い
て
は
留
保
す
る
と
し
て
、
「
弧
」
左
側
の
「
弓
」
に
つ
い
て
は
、
「
哩
」

（
『
通
覧
』
表

m
l
m）
の
部
首
た
る
「
弓
」
の
部
分
と
比
較
す
れ
ば
よ
い
。
す
べ
て
「
？
」
で
あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
個
々
の
盟
書
ご
と
に
問
題

の
字
の
「

4
」
の
部
分
と
別
の
形
に
つ
く
っ
て
い
る
。
「
｛
」
（
人
）
に
つ
い
て
は
、
「
伐
」
（
『
通
覧
』
表

m
i
m、
出

1
m、
ma－－
3m、
m

l
m、
す
べ
て
第
三
類
）
の
部
首
た
る
「
｛
」
と
比
較
す
れ
ば
よ
い
。
一
例
を
除
い
て
す
べ
て
「

4
」
に
つ
く
る
。
こ
の
例
外
の
一
例
（
『
通

覧
』
表

mの
「
一
七
九
｜
一
五
」
）
が
要
注
意
で
、
こ
れ
が
問
題
の
部
首
そ
の
も
の
に
つ
く
る
（
枯
）
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
一
応
念
頭
に
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
の
、
字
跡
の
わ
か
る
第
三
類
盟
書
の
大
半
が
、
問
題
の
字
の
部
首
と
「
伐
」
字
の
「
｛
」
と
を
区
別
し
て
書

い
て
い
る
の
で
、
侯
馬
盟
書
の
書
き
手
が
意
識
し
て
こ
れ
ら
を
分
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
問
題
の
部
首
は
「
｛
」
で
は

」
の
字
釈
に
こ
だ
わ
る
必
要
も
な
い
。

た
だ
、
厳
密
に
言
え
ば
、
「
枯
」
字
を
書
い
た
「
一
七
九
｜
一
五
」
盟
書
の
み
に
関
し
て
は
、
問
題
の
「
会
」
字
に

あ
た
る
字
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
が
両
者
を
区
別
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
仮
に
同
一
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

こ
の
一
字
の
み
に
よ
っ
て
、
一
般
論
と
し
て
の
上
述
の
結
論
は
崩
れ
な
い
。
な
お
、
上
述
の
「
化
」
の
字
釈
は
こ
の
「
イ
」
を
め
ぐ
る
議

な
い
と
言
っ
て
よ
い
。

論
で
も
否
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

か
く
し
て
、
侯
馬
盟
書
の
字
体
上
の
特
色
を
前
提
に
検
討
す
る
限
り
、

首
と
し
て
の
「
瓜
」
と
、
状
況
証
拠
が
否
定
さ
れ
た
「
持
」
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
瓜
」
の
部
首
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
検
討
の
出
発
点
と
な
り
得
る
。
こ
れ
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
「
弧
」
・
「
侃
」
の
部
首
で
あ

り
、
そ
の
議
論
は
高
明
隠
紹
介
の
李
学
勤
・
裏
錫
圭
・
都
本
性
三
氏
の
説
が
も
と
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
説
そ
の
も
の
は
、
鄭
韓
古
城
出

土
の
兵
器
銘
文
に
あ
る
「
計
」
・
「
前
」
な
る
字
を
「
狐
」
と
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
高
明
氏
は
こ
の
説
を
援
用
し
て
侯
馬
盟
書
の
問
題
の

こ
れ
ま
で
の
字
釈
の
大
半
が
否
定
さ
れ
る
。
残
っ
た
の
は
、
部

字
の
偏
芳
「
b
t」
を
「
瓜
」
と
釈
し
た
。
問
題
は
残
り
の
偏
穿
「

f
」
で
あ
る
。
高
明
氏
も
援
用
す
る
に
と
ど
め
た
の
は
、
こ
の
残
り
の



偏
立
方
と
上
記
の
「
狐
」
の
偏
芳
で
あ
る
「
1
」
と
が
明
か
に
別
の
形
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
こ
の
偏
忠
一
々
が
「
弓
」
に
な
ら
な
い
点
は
上

述
し
た
通
り
で
あ
る
。

実
際
、
侯
馬
盟
書
に
つ
い
て
「

Z
」
（
犬
）
を
部
首
に
用
い
る
例
を
見
て
み
る
と
、
残
念
な
が
ら
複
数
字
に
つ
い
て
こ
れ
を
確
認
で
き
る

盟
辞
中
に
は
な
い
が
、
参
盟
人
の
中
に
は
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
そ
の
個
々
の
盟
書
を
見
る
と
、
問
題
の
字
の
偏
芳
と
そ
の
人
名
の
偏
芳

明
か
に
別
の
形
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
二

O
O
l四
O
」
は
漏
」
（
「
狗
」
、
『
通
覧
』
表
9
）
な
る
人
名
で
、
「
1
」
を
偏

芳
と
す
る
が
、
問
題
の
字
を
一
年
比
（
『
通
覧
』
表
却
）
に
つ
く
っ
て
い
る
。

か
く
し
て
、
こ
の
部
首
は
「
｛
」
で
も
な
く
「
弓
」
で
も
な
い
（
「
事
し
で
も
な
い
）
と
す
れ
ば
、
ど
う
釈
し
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
尼
」
の
字
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
い
る
う
ち
に
、
気
に
な
る
説
明
に
出
会
っ
た
。
白
川
静
氏
の
『
説
文
新
義
U
J

）
と
『
字
統
一
四
）
に
「
尼
」

の
字
に
つ
い
て
「
色
」
字
に
構
造
が
似
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
も
し
問
題
の
字
を
「
色
」
と
釈
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
「
稜
」

（
超
稜
の
稜
）
と
同
音
と
い
う
観
点
か
ら
議
論
が
す
す
む
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
上
古
音
で
は
、
「
色
」
は
「
昼
、
舌
尖
前
音
、
之
部
入

声
開
口
」
、
「
畏
」
は
「
冒
険
畏
ま
た
は

Z
写
、
舌
尖
前
音
、
之
部
入
古
一
関
口
」
、
「
稜
」
は
「

Z
事
、
舌
尖
前
音
、
之
部
入
声
開
口
」
に
そ

れ
ぞ
れ
属
し
、
声
母
系
統
は
同
一
で
、
「
色
」
・
「
畏
」
の
韻
部
が
等
し
く
、

と
は
、

こ
れ
ら
と
「
稜
」
の
韻
部
も
ほ
ぼ
等
し
い
関
係
に
あ
る
（
「
憂
」

は
「
稜
」
と
閉
じ
韻
部
に
も
分
類
さ
れ
る
）
。
し
か
も
「
色
」
に
は
説
文
古
文
と
し
て
「
荊
」
と
い
う
字
形
が
あ
り
、
そ
の
発
音
を
示
す
は
ず

の
「
矢
（
矢
）
」
の
上
古
音
は
「

gr、
舌
尖
前
音
、
之
部
入
声
開
口
」
で
、
そ
の
声
母
は
「
稜
」
の
そ
れ
に
等
し
吋
。
こ
の
こ
と
か
ら
先

ず
思
い
つ
い
た
の
は
、
「
色
」
を
「
ク
」
と
「
巴
」
と
に
分
解
し
、
問
題
の
字
と
比
較
す
る
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
「
ク
」
は
実
は
「
人
」
の
こ
と
（
『
説
文
』
「
。
人
。
に
従
ふ
8

巴
。
の
声
」
）

色

／＼ 
λ 巴

f t 
＼令ノ
〈図1}

で
あ
る
か
ら
、
上
に
検
討
し
た
よ
う
に
問
題
の
字
の
部
首
「

f
」
は
相
当
し
な
い
。

の
宇
も
「
瓜
」
で
あ
る
こ
と
を
議
論
し
た
「
十
」
に
は
な
ら
な
い

1
》
）
。
最
初
の
目
論
見
は
こ
れ
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
。

「巴」

（《図

侯
馬
盟
書

E
・
「
狩
」
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

五
五



侯
馬
盟
書
「
令
」
・
「
特
」
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

五
六

し
か
し
、
「
色
」
の
字
形
そ
の
も
の
の
検
討
は
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
色
」
の
字
形
・
書
体
を
集
め
て
み
た
と
こ
ろ
、
先
秦
時
代
の
例

が
一
例
だ
け
見
つ
か
っ
た
。
河
南
省
信
陽
長
台
関
一
号
楚
基
出
土
竹
簡
鋭
の
「
一
l
a－－

O
こ
に
あ
る
字
で
あ
る
。

／ヌ
爪＝ぷ f 
ぷ附、 4 爪？

ず に十
＼合ノ，， )L~ ? 

こ
の
字
は
、
報
告
者
は
「
色
」
と
の
み
釈
し
て
何
も
語
っ
て
い
な

い
が
、
《
図
2
》
に
示
し
た
よ
う
に
、
部
首
の
一
方
は
「

r」で、
明

か
に
侯
馬
盟
書
の
問
題
の
字
の
部
首
と
同
じ
で
あ
る
。
位
置
を
入
れ

換
え
る
と
、
侯
馬
盟
警
の
問
題
の
字
そ
の
も
の
に
な
る
可
能
性
す
ら

あ
る
。」
の
字
が
最
終
的
に
「
色
」
と
釈
し
て
竹
筒
銘
の
内
容
上
問
題
な

い
か
ど
う
か
を
ま
ず
傍
証
と
し
て
検
討
し
て
お
く
と
、
竹
筒
「
一

l

0
こ
全
文
は
「
口
口
口
周
公
戒
然
笠
（
作
）
色
日
・
’
烏
夫
、
主
（
賎
）

人
審
（
格
）
上
則
型
（
刑
）
裁
至
、
剛
」
と
釈
せ
る
。
こ
れ
は
「
・
・
・

周
公
、
武
一
一
と
し
て
色
を
作
し
て
日
く
、
『
烏
夫
、
賎
人
上
に
格
れ
ば

刑
裁
至
る
。
剛
・
・
・
」
と
訓
読
で
き
て
意
味
も
よ
く
通
る
。
従
っ
て
意
味
の
上
で
は
、
こ
の
字
釈
は
問
題
な
い
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、

侯
馬
盟
書
の
書
き
手
の
特
色
か
ら
い
っ
て
否
定
さ
れ
た
上
述
の
諸
字
（
「
化
」
・
「
弧
」
・
「
侃
」
・
「
北
」
・
「
界
」
）
を
あ
て
て
も
、
意
味
は
通
じ
難

し、
。

そ
こ
で
、
筆
者
は
、
「
A
止
の
部
首
で
あ
る
「

4
」
が
「
色
」
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
「
色
」
の
字
体
の
実
際
に
つ
い
て
は
、
上
掲
の

長
台
関
楚
筒
銘
に
見
え
る
字
を
除
く
と
、
先
秦
時
代
の
例
は
見
あ
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
説
文
』
に
小
築
と
し
て
掲
げ
る
字
を
参
照

す
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「

1
」
字
の
筆
画
を
つ
な
げ
、
点
の
位
置
を
や
や
ず
ら
せ
ば
、
問
題
の
部
首
「

f
」
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。



ま
た
一
方
、
「

f」
に
つ
い
て
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
「
瓜
」
と
釈
す
る
議
論
が
あ
る
が
、
小
築
が
「
瓜
」
を
「
眠
」
と
し
、
『
命
（
令
）

瓜
（
狐
）
君
壷
』
（
『
三
代
吉
金
文
存
』
一
一
一
｜
二
八
1

三
等
）
が
「
同
」
と
し
て
い
る
の
と
は
字
形
が
異
な
る
。
し
か
し
、
古
爾
と
し
て
紹
介

さ
れ
討
も
の
に
「
令
狐
」
氏
関
係
の
も
の
が
あ
り
、
こ
の
「
令
狐
」
と
い
う
字
釈
が
正
し
い
と
す
る
と
、
そ
の
部
首
「
瓜
」
は
侯
馬
盟
書

の
問
題
の
字
の
部
首
と
同
じ
に
つ
く
っ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
古
爾
は
、
出
土
の
経
緯
も
明
か
で
な
く
、
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
跨
躍
す
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
る
に
「
爪
」
お
よ
び
こ
れ
を
部
首
と
す
る
字
（
「
矯
」
等
）
の
小
築
・
竹
筒
銘
文
等
を
参
照
す
れ
ば
、
例
え
ば
「
矯
」

の
小
古
車
、
長
台
筒
楚
簡
鋭
は
「
鐘
」
と
し
、
「
爪
」
を
長
台
豊
富
の
問
題
の
部
首
そ
の
も
の

（
＆
）
に
つ
く
っ
て
い
る
。
ま

た
、
侯
馬
盟
書
の
問
題
の
部
首
に
も
む
し
ろ
近
い
よ
う
に
も
思
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
侯
馬
盟
書
の
問
題
の
字
の
部
首
「
ト
」
に
つ
い
て
は
、
「
爪
」
・
「
瓜
」
い
ず
れ
か
の
議
論
は
残
る
が
、
長
台
関
楚
簡
の
場

合
は
部
首
「
色
」
を
「
爪
」
と
釈
す
の
に
は
異
論
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
「
宇
」
は
「
芭
」
と
字
釈
で
き
、
上
記
の
「
色
」
と
い

う
字
釈
に
関
す
る
意
味
の
考
察
を
援
用
で
き
る
。
「
m色
」
を
「
色
」
の
繁
文
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。

侯
馬
盟
書
に
お
け
る
「
特
」
字
の
「
A
T
」
が
音
を
表
す
こ
と
は
、
い
く
つ
か
の
例
が
こ
の
部
首
の
み
を
用
い
て
い
る
の
に
対
し
、
逆
に

こ
の
部
首
を
省
略
す
る
こ
と
が
皆
無
で
あ
る
（
《
表
1
》
）
点
が
、
何
に
も
増
し
て
雄
弁
に
物
語
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
述
の
「
A
？
」
が
「
爪
」

で
あ
る
か
（
字
釈
は
「
飢
」
と
な
る
）
「
瓜
」
で
あ
る
か
（
字
釈
は
「
臥
」
と
な
る
）
は
、
本
論
の
当
面
す
る
問
題
に
は
影
響
が
な
い
。

以
上
こ
れ
ま
で
主
と
し
て
「
尼
」
と
釈
さ
れ
て
き
た
字
が
、
実
は
「
飢
ま
た
は
飢
↓
色
」
す
な
わ
ち
「
稜
」
と
釈
す
べ
き
で
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
検
討
し
て
き
討
の
で
あ
る
が
、
こ
の
検
討
結
果
を
支
え
る
べ
き
別
の
字
釈
を
次
に
す
す
め
る
こ
と
に
す
る
。

園
、
「
将
」
字
に
つ
い
て

上
述
の
ご
と
く
「
稜
」
字
の
字
釈
が
固
ま
っ
て
く
る
だ
け
で
も
、
侯
馬
盟
書
の
製
作
時
期
に
関
す
る
論
争
は
収
束
に
向
か
う
が
、
「
越

J
F」

が
「
越
グ
稜
乙
で
あ
る
と
の
字
釈
を
補
完
す
る
の
は
、
盟
辞
上
彼
の
す
ぐ
下
に
位
置
し
、
彼
を
支
え
た
最
大
勢
力
と
思
わ
れ
る
「
将
」
氏

侯
馬
盟
書
「
令
」
・
「
特
」
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

五
七



侯
馬
盟
書
「
会
」
・
「
特
一
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

五
八

を
め
ぐ
る
以
下
の
字
釈
問
題
で
あ
る
。
こ
の
字
は
、
陳
夢
家
隠
の
説
（
「
先
」
）
を
承
け
た
陶
正
剛
・
王
克
林
両
隠
以
来
、
「
娩
」
と
釈
さ
れ

た
ま
ま
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
そ
の
字
釈
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
が
、
本
説
で
は
、
こ
の
字
釈
を
根
本
か
ら
疑
っ
て
議
論
を
す
す
め
る
。

「
超
稜
」
に
与
し
た
一
犬
勢
力
は
、
『
左
伝
』
等
文
献
に
よ
る
と
冠
氏
・
中
行
氏
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
銑
」
と
釈
し
た
ま
ま
、
こ
れ

を
沼
氏
ま
た
は
中
行
氏
の
い
ず
れ
か
と
関
連
づ
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
実
際
、
「
越
尼
」
と
い
う
釈
字
の
ま
ま
こ
れ
を
「
越
稜
」
に
結

び
つ
け
た
張
領
悶
は
、
す
で
に
滅
ぴ
た
氏
族
で
あ
る
「
先
氏
」
の
故
地
を
管
領
し
た
沼
氏
の
族
員
で
あ
ろ
う
と
推
論
し
た
。
し
か
る
に
、

仮
に
こ
れ
を
「
沼
」
氏
に
結
び
つ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
氾
」
と
直
接
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

「
娩
」
と
釈
き
れ
て
き
た
字
（
《
表
4
ど
を
、
字
書
な
ど
で
知
ら
れ
る
先
秦
時
代
の
「
先
」
の
字
体
（
《
表
3
V）
と
比
較
し
て
み
る
と
、

ひ
と
つ
の
重
要
な
相
違
点
に
気
付
く
。
横
画
が
一
本
足
り
な
か
っ
た
り
、

他
に
な
く
、
問
題
の
《
表
4
》
の
字
だ
け
が
孤
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

点
が
ひ
と
つ
多
か
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は

甲
骨
文

西
岡
金
文

東
周
金
文
等

定

v
f
A
7
1
1
留
守
泊
二
三
O
ニ

X
A
l
記
r
dヰづ－
d
E
T
〉

L守
2
1
E
h
t
s

w夫
Q
J文
正

A
1
2
4官川
1

路
子
互
ハ
飽
楚
文

認
ぺ
余
義
鑓

wu品川
l
！
中
山
王
嬬

i?fl 
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｜
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例
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、巴B

一
五
六
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九

四
百
三
十
五
例
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〉｜す

一
五
六
｜
二
O

一
九
例

考侯馬
盟
世
田
字
表
〈
娩
V
L
（
山
西
省
文
物
工
作
委
貝
会
『
侯
馬
盟
書
』
所
収

文
物
出
版
社
）
よ
り

〈図3}

そ
こ
で
問
題
の
字
を
分
解
し
て
部
首
が
何
か
を
再
検
討
し
て
み
る
と
（
《
図
3
》）、

「
州
」
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ
し
て
下
の
部
分
は
「
犯
」
の
字
形
に
も
み
ら
れ
る
「

に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
《
表
5
》
に
掲
げ
る
よ
う
に
、
「
犯
」
字
に
つ
い
て
は
、
『
誼
楚
文

の
上
半
分
は

予

、ー・

の
｛
子

巴

巴
）
」
を
左
右

字
形
が
「
巴
」

与司

σ3 

を
「

F
」
に
作
る
。
こ
れ
が
近
い
。

1月
〈表5}

侯
馬
盟
書
「
各
行
「
将
一
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

五
九



侯
馬
盟
書
「
令
」
・
「
特
－
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

六
O

問
題
の
字
は
左
右
に
閉
じ
部
首
が
な
ら
ん
だ
形
を
通
例
と
す
る
が
、
こ
れ
は
単
に
も
と
の
字
「

f
」
を
二
つ
左
右
に
な
ら
べ
た
の
で
は

な
く
、
本
来
「
抱
」
で
あ
る
と
こ
ろ
を
「
酷
（
蹴
ご
と
書
い
た
か
ら
と
考
え
る
と
よ
り
よ
く
理
解
で
き
る
。

《表
4
》
に
し
め
し
た
よ
う
に
、
「
材
」
に
つ
く
る
字
が
小
数
あ
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
字
形
の
存
在
が
従
来
こ
の
字
を
「
娩
」
と
釈
せ
し

め
た
根
拠
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
も
、
下
部
の
字
画
に
点
が
普
通
的
に
存
在
す
る
理
由
を
十
分
に
は
説
明
し
て
い
な
い
。
し
か

も
こ
の
「
材
」
の
よ
う
に
左
右
と
も
一
本
横
画
が
多
い
字
形
は
小
数
で
、
む
し
ろ
例
外
に
属
す
る
と
み
た
ほ
う
が
よ
い
。
「
雑
」
と
い
う
字

形
も
三
例
存
在
し
、
上
半
と
下
半
を
分
け
て
書
い
て
い
る
点
を
、
こ
の
際
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

か
く
し
て
、
問
題
の
字
は
「
泡
」
と
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
結
論
す
る
。

な
お
、
「
材
」
字
の
音
韻
上
の
問
題
を
述
べ
る
と
、
こ
の
字
は
上
述
し
た
よ
う
に
左
右
に
同
じ
部
首
が
な
ら
ん
だ
形
を
通
例
と
す
る
が
、

省
略
形
は
そ
れ
を
ま
ん
中
で
わ
っ
た
形
で
あ
る
（
《
表
4
》
）
。
こ
れ
は
「
4
1」
が
発
音
を
示
す
か
ら
可
能
な
の
に
違
い
な
い
。
『
説
文
』
「
沼
」

は
つ
川
円
。
に
従
う
。
氾
。
の
声
」
と
し
、
同
じ
く
「
氾
」
は
つ
水
。
に
従
ふ
か
巴
。
の
声
」
と
し
て
い
る
。
「
氾
」
・
「
犯
」
・
「
氾
」
と
も

に
上
古
音
で
は
「
三
号
、
唇
音
、
談
部
合
口
」
に
属
し
、
同
音
で
あ
説
。

以
上
、
越
氏
の
内
紛
に
関
し
て
は
、
越
稜
に
か
ら
ん
で
の
み
文
献
に
出
現
す
る
沼
氏
が
、
盟
辞
上
に
確
認
し
得
た
こ
と
で
、
「
一
一
こ
に
お

け
る
「
持
」
字
の
字
釈
（
「
稜
」
）
は
、
強
力
に
補
完
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

五
、
関
連
す
る
諸
問
題

越
稜
、
花
氏
と
い
う
『
左
伝
』
等
文
献
と
の
接
点
が
よ
り
確
か
に
な
っ
て
く
る
と
、
こ
れ
ま
で
や
や
地
に
足
の
つ
か
な
か
っ
た
問
題
に

つ
い
て
も
、
よ
り
厳
密
な
検
討
が
可
能
と
な
る
。
本
節
に
お
け
る
以
下
の
検
討
は
、
上
記
「
三
」
・
「
四
」
の
「
稜
」
・
「
氾
」
と
い
う
字
釈

に
関
す
る
検
討
結
果
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。



《
「
氾
疲
」
に
つ
い
て
》

盟
書
中
、
沼
氏
の
人
物
の
筆
頭
に
は
、
「
氾
痩
」
が
位
置
す
る
。
文
献
に
見
え
る
沼
氏
の
筆
頭
で
越
稜
に
加
担
し
た
人
物
は
沼
士
口
射
で
あ

る
。
そ
れ
故
「
屯
痕
」
は
氾
吉
射
で
あ
ろ
う
と
い
っ
た
単
純
な
議
論
で
は
な
く
、

な
に
ゆ
え
に
彼
が
泡
吉
射
で
あ
り
得
る
の
か
、
を
説
明

し
た
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
興
味
深
い
事
実
が
、
『
左
伝
』
研
究
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
人
名
と
そ
の
字
名
に
関
す
る
も
の

で
、
清
人
の
こ
の
種
の
議
論
を
ま
と
め
て
独
見
を
加
え
た
も
の
に
周
法
高
『
周
秦
名
字
解
詰
葉
釈
補
編
吋
）
が
あ
り
、
『
左
伝
』
所
載
の
人
名

に
つ
い
て
さ
ら
に
に
多
く
の
資
料
を
加
え
た
も
の
に
方
姑
深
『
左
伝
人
物
名
号
研
究
吋
）
が
あ
る
。

こ
れ
を
一
般
化
し
て
述
べ
れ
ば
、
意
味
の
同
じ
な
い
し
似
通
っ
た
字

彼
ら
に
よ
る
と
、
先
秦
人
物
の
名
号
に
は
一
定
の
法
則
が
あ
り
、

を
字
名
と
し
て
使
用
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
一
の
名
を
も
っ
者
が
同
一
の
字
名
を
も
つ
に
い
た
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
祁

子
「
克
」
の
字
名
が
「
儀
父
」
、
周
の
王
子
「
克
」
の
字
名
が
「
子
儀
」
、
楚
の
闘
「
克
」
の
字
名
が
「
子
儀
」
、
宋
の
桓
司
馬
の
臣
で
あ
る

「
克
」
の
字
名
が
「
子
僕
」
と
い
っ
た
類
で
あ
説
。

述
べ
て
い
る

ζ

の
例
の
「
克
」
と
「
儀
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
銭
大
研
『
潜
研
堂
文
集
』
（
『
皇
清
経
解
』
巻
四
百
四
十
四
の
十
四
）
が
次
の
よ
う
に

）
内
説
明
付
加
）
1
0

「
犠
」
は
「
義
」
に
通
じ
、
「
義
」
は
「
L
f
」
を
構
成
部
分
と
す
る
。
「
手
」
は
「
殺
」
の
こ
と
で
あ
る
。

ゆ
え
に
『
易
』
（
の
乾
の
文

一
言
に
「
元
と
は
善
の
長
な
り
、
享
と
は
嘉
の
会
な
り
、
利
と
は
義
の
和
な
り
、
貞
と
は
事
の
幹
な
り
。
」
と
あ
る
『
正
義
』
に
）
四
徳
に
つ
い
て

「
一
沼
」
を
「
仁
」
と
し
、
「
利
」
を
「
義
」
と
す
る
。
「
利
」
も
ま
た
「
万
」
を
部
首
と
す
る
が
、
（
文
書
に
あ
る
よ
う
に
）
「
和
」
を
字

訓
と
す
る
。

ゆ
え
に
（
『
易
』
文
言
に
）
「
物
を
利
し
て
以
て
義
に
和
す
る
に
足
る
」
と
い
い
、

（
『
左
伝
』
桓
公
十
一
年
に
）
「
師
。
克
つ
。

は
グ
和
u

に
在
り
」
と
い
う
。
よ
っ
て
「
克
」
の
字
名
は
「
子
儀
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
説
明
に
よ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
『
易
』
文
言
に
し
め
さ
れ
た
考
え
が
春
秋
時
代
に
は
流
布
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点

侯
馬
現
書
「
令
」
・
「
将
」
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

ム
ノ、



侠
馬
朗
華
宵
「
令
」
・
「
材
」
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

に
つ
い
て
は
、
適
格
に
判
断
す
る
能
力
を
も
た
な
吋
の
で
、
こ
こ
に
、

け
て
お
く
が
、
「
克
」
と
「
儀
」
と
が
名
と
字
名
と
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
点
、

の
関
係
が
あ
る
と
い
う
点
か
ら
出
発
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。

-1... 

ノ、

一
説
と
し
て
掲
げ
る
に
と
ど
め
、
こ
れ
を
前
提
と
す
る
議
論
は
避

お
よ
び
一
般
に
名
と
字
名
と
は
意
味
が
似
通
う
な
ど
一
定

「
克
」
と
の
関
係
を
有
す
る
「
儀
」
に
は
「
善
」
の
意
味
が
あ
る
（
『
爾
雅
』
釈
詰
「
儀
」
）
が
、
問
題
の
「
泡
吉
射
」
の
「
吉
」
も
「
善
」

の
意
味
を
も
っ
（
『
説
文
』
「
吉
」
）
。
し
た
が
っ
て
、
通
例
に
即
し
て
考
え
れ
ば
、
「
克
」
と
「
士
口
」
と
は
そ
の
名
と
字
名
と
の
関
係
を
有
す
る

に
足
る
と
言
え
よ
う
。
「
氾
痕
」
の
「
癒
」
は
こ
の
「
克
」
の
繁
文
と
考
え
ら
れ
る
。
名
と
字
名
と
の
関
係
は
固
定
し
て
対
応
す
る
厳
格
な

も
の
で
は
決
し
て
な
い
の
で
、
こ
こ
に
は
こ
の
よ
う
に
想
定
し
て
お
く
。

上
掲
二
書
の
一
示
す
例
・
47
通
覧
す
る
と
、
名
が
一
字
で
字
名
が
二
字
の
場
合
、
い
ず
れ
も
一
字
の
場
合
、
い
ず
れ
も
二
字
の
場
合
が
確
認

で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
「
克
」
が
第
一
者
の
場
合
の
名
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
「
涜
」
を
名
、
「
土
回

射
」
を
字
名
と
想
定
で
き
る
。

な
お
、
本
論
「
一
こ
に
お
い
て
、
張
領
氏
の
議
論
を
紹
介
す
る
中
で
、
「
令
」
を
「
尼
」
と
し
「
稜
」
と
の
関
連
を
追
求
す
る
の
に
、
「
同

義
」
の
議
論
を
も
ち
だ
し
た
点
に
触
れ
た
。
も
し
仮
に
傍
証
に
よ
り
盟
書
製
作
時
期
が
想
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
の
「
同
義
」
の
議
論

に
よ
り
、
上
記
の
よ
う
な
「
字
名
」
の
議
論
を
か
ら
め
て
、
「
遡
尼
」
は
「
越
稜
」
で
あ
る
、
と
い
う
想
定
も
な
り
た
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
張
領
氏
の
指
摘
は
重
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
上
述
し
た
よ
う
に
、
製
作
時
期
に
関
し
て
二
つ
の
説
が
対
立
す
る

な
か
で
は
、
決
め
手
と
は
な
り
に
く
か
っ
た
し
、
結
果
的
に
は
「
尼
」
の
字
釈
は
誤
り
で
あ
っ
た
。
幸
い
に
問
題
の
字
が
「
稜
」
と
釈
し

得
た
の
で
、
こ
れ
を
決
め
手
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

《
「
司
寵
」
氏
お
よ
び
「
史
」
氏
に
つ
い
て
》

本
盟
書
銘
文
中
に
は
、
「
可
冠
暗
」
・
「
可
冠
結
」
と
い
、
フ
両
名
の
司
冠
氏
が
名
を
連
ね
て
い
る
（
第
二
類
四
種
・
第
三
類
）
。
こ
の
両
名
に



つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
特
に
議
論
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
本
論
「
三
」
・
「
四
」

の
検
討
結
果
を
前
提
と
す
る
と
、

文
献
中
に
み
え
る
氏
族

に
特
定
し
得
る
。

筆
者
は
か
つ
て
「
春
秋
晋
国
世
族
と
そ
の
管
領
邑
l
｜
｜
続
し
同
」
に
お
い
て
、
「
沼
氏
」
に
関
連
し
、
「
司
功
氏
」
に
つ
い
て
述
べ
た
こ

と
が
あ
る
。
「
功
」
は
上
古
音
で
「

r
F向
、
舌
根
音
、
東
部
」
に
属
し
、
「
冠
」
は
「

raR
、
舌
根
音
、
侯
部
陰
声
」
に
属
す
る
。
こ
れ
ら

の
陰
部
は
通
韻
す
る
関
係
に
あ
り
、
声
母
も
非
常
に
近
（
仰
の
で
、
音
韻
の
上
か
ら
は
「
司
冠
」
は
「
司
功
」
で
あ
り
得
る
。

『
世
本
』
（
『
広
韻
』
・
『
姓
氏
書
弁
証
』
・
『
路
氏
国
名
記
』
注
引
く
）
に
は
、
「
司
功
氏
、
晋
大
夫
司
功
景
子
、

士
匂
（
巧
）

の
弟
佑
（
他
）
、

官
に
因
り
て
氏
と
す
。
」
と
あ
り
、

『
風
俗
通
義
』
姓
氏
篇
（
『
通
史
』
氏
族
略
引
く
）
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
が
、
清
の
雷
学
漢
は
「
晋
大

夫
司
功
景
子
、

そ
の
先
は
士
句
の
弟
な
り
。
」
と
改
め
た
。
こ
こ
に
言
う
「
士
匂
」
は
「
氾
宣
子
」
の
こ
と
で
あ
る
。
氾
氏
は
「
士
氏
」
を

第
一
次
氏
と
す
る
第
二
次
氏
で
あ
る
が
、
宣
子
の
祖
父
武
子
以
来
「
沼
氏
」
を
称
し
、
第
三
次
氏
を
派
生
さ
せ
る
。
「
司
功
氏
」
は
こ
の
第

二
次
氏
に
相
当
す
る
。

系
統
が
近
い
と
い
う
こ
と
が
主
た
る
理
由
に
な
る
が

こ
の
「
司
功
氏
」
が
盟
書
銘
文
に
い
う
「
司
冠
」
氏
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の

で
あ
る
。
管
見
の
か
ぎ
り
、
「
司
功
」
を
称
す
る
人
物
は
、

こ
の
花
氏
か
ら
分
か
れ
た
一
族
以
外
に
は
な
い
。
ま
た
、
別
に
、
「
司
冠
」
と

育
通
す
る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
「
司
空
」
（
「
空
」
は
上
古
音
で
は
「

r
a
a、
舌
根
音
、
東
部
」
、
「
冠
」
は
「

raf、
舌
根
音
、
侯
部
陰
声
寸
）

を
称
す
る
者
を
見
て
も
、
適
当
な
者
が
見
あ
た
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
「
籍
氏
一
ー
に
は
「
司
空
」
と
称
す
る
両
名
の
人
物
「
司
空
額
」
と
「
司

空
大
伯
」
が
い
る
が
、
籍
氏
の
中
心
人
物
と
し
て
問
題
の
時
期
に
関
す
る
文
献
に
現
れ
る
「
籍
秦
」
（
司
空
大
伯
の
玄
孫
）
は
『
左
伝
』
定
公

十
三
年
（
前
四
九
七
）
に
上
軍
司
馬
と
し
て
叩
郭
越
氏
を
伐
っ
て
い
る
か
ら
、
彼
が
た
と
い
「
司
空
」
を
称
し
た
と
し
て
ち
、
侯
馬
盟
書
に

越
稜
の
仲
間
と
し
て
記
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
。
籍
氏
に
は
「
司
徒
公
」
と
称
す
る
人
物
（
司
空
大
伯
の
祖
父
、

司
空
額
の
曽
孫
）
も
い
る
か

ら
、
「
司
空
」
を
代
々
使
用
し
た
と
も
思
え
な
い
。

「
司
冠
」
氏
が
沼
氏
か
ら
分
か
れ
た
一
族
と
す
る
と
、
も
う
一
氏
同
様
に
沼
氏
の
別
系
と
み
な
し
た
い
も
の
が
い
る
。
第
二
類
二
種
・

侯
鳥
盟
書
「
合
」
・
「
些
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

--'---ノ、



侯
馬
盟
主
同
「
A
V」
・
「
枕
］
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

六
四

三
種
・
四
種
お
よ
び
第
三
類
に
見
え
る
「
史
観
」
で
あ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
沼
氏
は
「
士
氏
」
を
第
一
次
氏
と
す
る
第
二
次
氏
で
あ
る

が
、
施
氏
が
独
自
の
勢
力
と
な
っ
た
後
も
別
に
「
士
氏
」
と
称
し
続
け
た
一
系
が
あ
る
。
筆
者
は
別
稿
で
こ
れ
を
「
士
氏
（
別
派
）
」
と
仮

に
称
し
て
お
い
討
が
、
こ
こ
で
は
「
士
氏
（
別
系
）
」
と
称
す
る
。
こ
の
「
士
」
氏
が
「
史
」
氏
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
史
は
上

古
音
で
「
田
昌
、
舌
尖
前
音
、
之
部
陰
声
開
口
」
、
「
士
」
は
「

es同
、
舌
尖
前
音
、
之
部
陰
声
開
口
」
に
属
し
、
韻
母
は
同
一
で
声
母
系

統
も
同
凶
だ
か
ら
で
あ
る
。
士
氏
（
別
系
）
の
消
息
は
、
士
景
伯
（
『
左
伝
』
昭
会
十
三
年
八
前
五
二
九
〉
j
二
干
二
年
八
前
五
一

O
V
に
記
載
）

を
最
後
に
文
献
で
は
わ
か
ら
な
く
な
る
。
中
に
は
沼
氏
、
士
氏
（
別
系
）
い
ず
れ
か
不
明
の
「
士
蔑
」
の
よ
う
に
、
『
左
伝
』
定
公
十
三
年

（
前
四
九
七
）

1
哀
公
五
年
（
前
四
九
O
）
の
争
乱
の
折
、
越
簡
子
側
に
付
い
て
い
た
（
『
左
伝
』
哀
公
四
年
）
者
も
見
え
る
が
、
あ
る
い
は
士

の
主
流
は
泡
氏
と
命
運
を
共
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
う
考
え
て
は
じ
め
て
、
「
史
観
」
が
第
二
類
二

氏
（
別
系
）

種
に
特
記
さ
れ
、
同
三
種
に
「
越
稜
」
・
「
泡
癒
」
ら
と
と
も
に
（
お
そ
ら
く
有
力
者
と
し
て
）
記
さ
れ
て
い
る
の
も
う
な
づ
け
る
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
『
左
伝
』
定
公
十
四
年
に
見
え
る
「
土
鮒
」
（
析
成
鮒
）
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
時
那
郡
越
氏
の
側
に
立
ち
、
小

王
桃
甲
と
と
も
に
秋
の
軍
を
率
い
て
晋
を
襲
っ
て
い
る
。
彼
と
同
じ
名
を
も
っ
晋
人
「
羊
舌
鮒
」
の
字
名
は
「
叔
魚
」
で
あ
る
（
『
左
伝
』

昭
公
十
三
年
八
前
五
二
九
〉
本
文
内
容
と
杜
出
）
。
ま
た
衛
人
「
史
錨
」
の
字
名
も
「
魚
」
で
あ
る
（
『
左
伝
』
裏
公
二
十
九
年
八
前
五
四
四
V
杜

注
お
よ
び
『
論
語
』
衛
霊
公
集
解
寸
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
名
と
字
名
の
関
係
に
お
い
て
、
「
魚
」
を
仲
立
ち
と
し
、
「
鮒
」
と
「
錨
」
と
が
結
び

付
く
。
こ
の
「
鰭
」
は
、
上
古
音
で
は
「
骨
よ
街
、
舌
尖
前
昔
、
幽
部
陰
声
一
九
）
に
属
し
、
「
曾
」
と
同
音
で
あ
る
。
「
史
観
」
の
「
脱
一
」
は
、

こ
の
「
曾
」
を
部
首
と
す
る
。
「
醜
」
は
通
常
「
醜
」
と
字
釈
さ
れ
る
。
こ
の
「
醜
」
に
つ
い
て
、
『
説
文
』
が
「
8

鬼
。
に
従
ふ
か
酉
。
の

声
」
と
説
明
し
て
い
る
こ
と
を
援
用
す
れ
ば
、
「
臨
」
の
音
は
「
曾
」
で
あ
ろ
一
ザ
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
史
醜
」
と
は
「
士
鮒
」
の
こ

と
で
あ
る
と
想
定
で
き
る
（
い
ず
れ
が
名
で
い
ず
れ
が
字
名
か
は
不
明
）
。

「
史
観
」
の
本
盟
辞
内
の
位
置
（
後
述
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
）

か
ら
す
れ
ば
、
彼
は
「
土
」
氏
の
宗
主
が
ふ
さ
わ
し
い
。
士
景
伯
の
父
の

士
丈
伯
の
記
事
は
『
左
伝
』
昭
公
十
二
年
（
前
五
一
二
O
）
を
最
後
と
し
、
さ
ら
に
祖
父
の
土
荘
伯
の
記
事
は
『
左
伝
』
裏
公
二
十
六
年
（
前



五
四
七
）
を
最
後
と
す
る
の
を
参
照
す
る
と
、
「
史
醜
」
は
士
景
伯
の
子
と
見
ら
れ
る
が
、
あ
る
い
は
長
寿
で
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば
土
景
伯

自
身
か
も
し
れ
な
い
（
ち
な
み
に
上
記
の
衛
の
史
鰭
は
、
『
左
伝
』
定
公
十
三
年
に
も
見
え
る
）
。

《
「
趨
致
」
と
「
中
行
寅
」
》

『
左
伝
』
定
公
十
三
年
（
前
四
九
七
）

l
哀
公
五
年
（
前
四
九
O
）
の
争
乱
の
際
、
越
稜
に
荷
担
し
た
の
は
、
『
左
伝
』
等
文
献
に
よ
れ
ば

沼
氏
と
中
行
氏
で
あ
っ
た
。
沼
氏
は
上
述
の
検
討
で
盟
辞
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
が
、
中
行
氏
の
名
は
ま
だ
で
あ
る
。
中
行
氏
に

つ
い
て
は
、
第
五
類
一
種
に
「
食
（
倫
）
出
内
子
中
行
寅
及
沼
口
之
所
」
と
あ
り
、
「
中
行
寅
」
が
「
沼
口
」
（
口
は
欠
字
）
と
併
記
さ
れ
る

こ
と
か
ら
も
、
越
筒
子
に
敵
対
す
る
勢
力
の
中
に
占
め
る
重
要
さ
が
推
し
量
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

一
般
の
朱
書
盟
書
中
に
そ
の
名
が

見
え
な
い
と
い
う
の
は
異
常
で
あ
る
。

朱
書
盟
書
で
も
敵
対
者
が
多
く
記
さ
れ
た
第
三
類
は
も
と
よ
り
、
そ
の
数
が
少
な
い
第
二
類
の
四
種
よ
り
は
三
種
、
三
種
よ
り
は
二
種

に
そ
の
名
が
見
え
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
敵
対
者
を
見
て
み
る
と
、
第
二
類
三
種
に
越
稜
、
氾
境
、
史
観
と
と

も
に
－
記
さ
れ
、
同
二
種
に
史
観
と
と
も
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
趣
致
」
が
注
目
さ
れ
て
く
る
。
彼
が
中
行
寅
で
あ
る
可
能
性
は
な
い
の
で

あ
ろ
う
か
。

中
行
氏
は
知
氏
と
と
も
に
、
「
萄
」
氏
を
第
一
次
氏
と
す
る
第
二
次
氏
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
「
萄
」
と
「
過
」
と
の
音
通
を
考
え

て
み
よ
う
。
し
か
る
に
、
「
萄
」
を
部
首
に
も
つ
「
制
」
・
「
情
」
等
は
「
目
宮
g
、
舌
尖
前
音
、
真
部
合
口
」
、
「
旬
」
は
「
rN
ト
書
ロ
、
舌
尖

前
音
、
真
部
合
口
」
で
あ
る
が
、
「
趨
」
と
同
じ
部
首
「
雨
」
を
も
っ
「
桶
・
痛
・
通
」
は
「
門
真
、
舌
尖
音
、
東
部
」
、
「
南
」
は

「
£
z
a
、
舌
尖
音
、
東
部
」
司
、
た
が
い
に
音
通
を
設
定
す
べ
き
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
趨
」
は
「
萄
」
と
は
釈
せ
な
い
。

で
は
名
の
ほ
う
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
上
述
の
「
沼
痕
」
に
関
す
る
検
討
と
同
様
、
名
と
字
名
と
の
関
係
が
成
立
す
る
か
ど
う
か
を
検

討
す
る
の
が
よ
か
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
前
に
「
趣
致
」
の
「
欽
」
の
意
味
を
確
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
多
少
の
字
形
的
相
違
を
捨

侯
馬
盟
書
「
令
」
・
「
持
－
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

六
五



侯
馬
盟
書
「
令
」
・
「
帥
担
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

六
六

象
し
て
言
え
ば
、
こ
の
字
は
「
致
」
・
「
呈
」
・
「
程
」
の
三
種
の
字
形
で
書
か
れ
て
い
る
（
『
通
覧
』
表
位
、

malm、
m
l問、

m
i
m。
た
だ

し
残
字
〈
表
山
「
一
六
i
六
」
、
四
「
九
六
l
一」
V
を
除
く
）
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
省
略
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
「
呈
」
が
発
音
・
意
味
の
要
を

な
す
で
あ
ろ
う
。
こ
の
字
に
は
「
通
る
、
快
く
す
る
」
（
『
説
文
』
「
這
」
）
の
意
味
が
あ
る
。

一
方
「
寅
」
に
も
「
進
む
」
（
『
爾
雅
』
釈
詰
「
寅
」
）

の
意
味
が
あ
る
。
相
似
た
意
味
の
字
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
名
と
字
名
と
の
関
係
は
設
定
し
得
る
。

い
ず
れ
も
一
字
な

の
で

い
ず
れ
が
名
か
は
不
明
で
あ
る
。

「
坦
」
は
「
萄
」
と
は
な
ら
な
い
が
、

ど
こ
か
の
地
名
と
考
え
れ
ば
納
得
が
ゆ
く
の
で
、

盟
辞
上
の
位
置
を
重
ん
じ
れ
ば
、
彼
「
趣
致
」

を
中
行
寅
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

《
敵
対
者
（
盟
辞
上
の
追
放
者
、
被
盟
誼
人
）

の
盟
辞
上
の
配
列
に
つ
い
て
》

敵
対
者
（
盟
辞
上
の
追
放
者
、
被
盟
訟
人
）
の
盟
辞
上
の
配
列
に
は
一
定
の
型
式
が
あ
り
、
第
二
類
に
つ
い
て
は
、

」
の
型
式
に
沿
っ
て
検

討
し
、
上
述
の
よ
う
な
大
い
な
る
成
果
が
得
ら
れ
た
。
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
そ
の
配
列
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
第
二
類
の
一
種
か
ら
四

さ
ら
に
第
三
類
へ
と
増
加
し
て
ゆ
く
の
に
あ
た
っ
て
は
、
〈
表
6
〉
の
よ
う
に
核
に
な
る
い
く
つ
か
の
人
物
の
下
に
増
や
し
て

ゆ
く
と
い
う
パ
タ
ー
ン
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
〈
〉
内
は
盟
辞
に
お
け
る
順
位
が
二
疋
し
な
い
も
の
）
。
こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
菰
木
ま

種
ま
で
、

で
は
沼
氏
の
一
族
、
欧
字
陸
と
そ
れ
ぞ
れ
の
新
君
弟
は
彼
ら
が
連
れ
だ
し
た
晋
侯
の
一
族
、
越
朱
・
越
喬
は
那
郡
越
氏
の
一
族
、
郡
都
郵

政
と
問
舎
と
は
榔
郭
越
氏
に
与
し
た
一
族
と
い
う
想
定
が
成
り
立
っ
て
く
る
。
「
氾
境
」
に
並
ん
で
記
さ
れ
る
「
活
徳
」
は
、
第
三
類
盟
辞

に
「
抱
疲
」
の
子
の
「
乙
」
の
後
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
彼
の
子
で
は
な
く
同
輩
で
は
な
い
か
。
「
司
冠
虜
」
と
「
司
冠
結
」
と
の
関
係

も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。
「
氾
痕
」
が
沼
氏
の
宗
主
活
吉
射
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
「
司
冠
脅
」
が
司
冠
氏
の
宗
主
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
敵
対
者
の
配
列
は
、
大
き
く
分
け
れ
ば
越
稜
、
部
氏
と
そ
の
一
族
、
晋
侯
の
一
族
、
郎
郭
越
氏
お
よ
ぴ
こ
れ
に
与
す
る
者
と
そ



第二類一種 i司二種 同三種 同四種 第三類

越稜 定量、稜 越稜 越稜
ーー『ー明岨・・・・ー・ー 晴－ －・ e邑』ー骨軸．． ー・骨－ －ー”ーーー ・・・ー・・・．” ー－－－－－・事』．．，

f(f,J-克 j立戒 1ii,疲 泡疲

沼乙

伯父

叔父

兄弟
ーーーーーーーーー・．

泡徳 古E徳
fif,盤

1if.待
＜箔讐〉

く活娯＞
ー・．．ト骨ーーー岨唱・ 4・

中都氾弦

高Z木
＜泡密＞

く箔襖＞
’ F 『司ー・，．，骨・・・
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新君弟

隆

新君弟
ーー・－ ---－ー．．骨

趨朱

＜百I,城＞

越喬

部設
・・ーーーーー・暢ーー

郎郭郵政

関舎

＜間伐＞
- F ーー．，ーーーーーーー －－ーーー『圃帽ーー 『骨胃ーーーー世ー『 ーーーーーーーーー． ・．．．圃帽ーーーーー
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史観 史錦 史鋭 史観

＜郵嬉〉

＜百｜；城＞
ー幽．”ー幽ー・．， --－暢ーーーーーーー

司完軍事時 司冠聖母

司窓結 可窓結

＜閑伐＞

＜郵癌＞

<mi城＞

〈表的

の
一
族
、
中
行
氏
・
士
氏
・
司
冠
氏
お
よ
び
そ
の
一
族
と
な
る
。
本
来
の
力
関
係
か
ら
は
、
敵
の
最
有
力
者
で
あ
る
は
ず
の
泡
疲
の
上
に
、

越
稜
が
位
置
す
る
の
は
異
常
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
端
的
に
示
す
の
が
、
残
り
の
郡
部
越
氏
お
よ
び
こ
れ
に
与
す
る
者
の
一
族
の
位
置
で

あ
る
。
彼
ら
は
、
晋
侯
の
一
族
と
と
も
に
沼
氏
の
下
に
付
属
す
る
よ
、
7
に
位
置
し
て
い
る
。
彼
ら
が
付
属
す
る
位
置
に
あ
る
こ
と
は
、
そ

の
下
に
第
二
類
に
も
有
力
者
と
し
て
記
さ
れ
る
「
趣
致
」
す
な
わ
ち
中
行
寅
が
位
置
す
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
こ
う
し
た
盟
辞
上
の
越

稜
お
よ
び
郡
部
超
氏
の
位
置
づ
け
は
、
侯
馬
盟
書
の
製
作
集
団
が
越
孟
集
団
で
あ
る
こ
と
を
裏
書
き
す
る
で
あ
る
一
切
。

侯
馬
盟
書
「
令
」
・
「
特
」
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

六
七



侯
馬
盟
書
「
ぎ
・
「
持
一
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

六
八

《
侯
馬
盟
書
お
よ
び
温
県
盟
書
の
暦
日
お
よ
び
紀
年
銘
に
つ
い
て
》

本
論
「
一
こ
に
お
い
て
、
温
県
盟
書
の
製
作
時
期
を
決
め
る
べ
き
「
十
五
年
十
二
月

L
未
朔
辛
酉
」
は
夏
暦
に
よ
る
紀
年
銘
で
、
晋
の

定
候
十
五
年
（
西
暦
前
四
九
八
1
四
九
七
年
初
め
）
の
十
二
月
二
十
七
日
で
あ
り
、
西
暦
前
回
九
七
年
一
月
十
五
日
に
当
た
る
と
述
べ
た
。
こ

の
想
定
は
ヲ
こ
・
「
四
」
に
お
け
る
侯
馬
盟
書
製
作
時
期
に
関
す
る
検
討
で
、
強
力
に
補
完
さ
れ
た
。

紀
年
銘
に
関
わ
る
温
県
盟
書
の
内
容
は
、
知
ら
れ
る
限
り
、
侯
馬
盟
書
の
よ
う
に
敵
対
者
を
書
き
連
ね
る
こ
と
な
く
、
「
主
」
に
対
す
る

忠
誠
の
み
を
唱
．
い
あ
げ
て
い
話
。
こ
れ
は
、
問
題
の
争
乱
が
そ
の
後
に
は
じ
め
て
実
態
上
開
始
き
れ
る
の
と
関
係
し
よ
う
。
『
左
伝
』
定
公

十
三
年
（
前
四
九
七
）
の
記
載
に
よ
る
と
、
越
簡
子
が
晋
の
都
の
絡
に
も
ど
る
の
は
、
晋
定
公
十
六
年
に
あ
た
る
こ
の
年
の
（
周
暦
）
十
二

月
の
こ
と
で
あ
針
。

候
馬
盟
書
第
一
類
に
は
、
「
十
又
一
月
甲
寅
脚
乙
丑
」
と
い
う
暦
日
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
山
西
省
文
物
工
作
委
員
会
『
侯
潟
盟

書
』
「
暦
朔
考
一
可
は
、
「
拙
」
を
新
月
が
は
じ
め
て
観
え
る
日
と
し
た
上
で
、
王
朝
『
春
秋
朔
閏
表
』
を
引
き
、
『
左
伝
』
定
公
十
五
年
正
月

の
初
二
の
日
と
し
た
。
責
盛
環
隠
は
、
こ
の
『
左
伝
』
定
公
十
五
年
正
月
説
を
引
用
す
る
一
方
で
、
在
日
鼎
『
長
述
輯
要
』
を
引
き
、
同

哀
公
五
年
正
月
朔
も
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
言
え
ば
、
『
中
国
先
秦
史
暦
表
』
を
参
照
す
れ
ば
、
定
公
十
五
年
二
月
（
冬

至
を
含
む
正
月
の
翌
月
）
の
天
文
学
上
の
二
日
（
こ
の
日
が
諸
種
の
暦
で
何
日
と
さ
れ
て
い
た
か
は
こ
の
際
問
題
に
し
な
い
）
が
「
甲
寅
」
（
西
暦

前
四
九
六
年
十
二
月
二
十
八
日
）
に
な
る
。
前
後
の
置
閏
配
置
を
勘
案
し
て
も
「
正
月
」
は
誤
り
で
あ
る
。
た
だ
「
二
月
」
と
す
る
と
問
題

な
の
は
、
こ
の
月
が
夏
暦
の
「
十
二
月
」
に
し
か
な
ら
な
い
（
翌
月
は
立
春
を
含
む
夏
暦
正
月
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
山
西
省
文

物
工
作
委
員
会
『
侯
馬
盟
書
吋
｝
図
版
（
八
十
三
頁
）
を
見
る
と
、
「
十
又

J

7
月
」
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
一
方
後
者
に
つ
い
て
は
、
哀

公
五
年
正
月
の
天
文
学
上
の
一
日
の
前
日
が
「
甲
寅
」
で
あ
る
。
「
拙
」
は
「
初
二
」
・
「
初
一
二
」
を
問
題
に
す
る
の
昔
、
こ
れ
は
想
定
そ
の

も
の
が
誤
り
と
言
え
る
。
問
題
の
争
乱
の
前
後
を
見
て
み
て
も
、
周
暦
正
月
に
は
他
に
適
当
な
も
の
が
見
あ
た
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
ま
で



問
題
に
さ
れ
て
き
た
「
十
又

J
e
月
甲
寅
拙
」
が
実
は
「
十
又

f
一
。
月
甲
寅
拙
」
で
あ
り
、
西
暦
前
四
九
六
年
の
十
二
月
二
十
八
日

に
当
た
り
、
「
脚
」
は
天
文
学
上
の
二
日
に
当
た
る
と
想
定
し
て
お
く
。
な
お
「
乙
丑
」
は
西
暦
前
四
九
五
年
一
月
八
日
に
当
た
る
。

《
「
嘉
」
に
つ
い
て
》

「
嘉
」
は
第
一
説
と
第
二
説
と
が
大
き
く
解
釈
を
異
に
し
た
字
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
解
釈
が
そ
の
ま
ま
製
作
時
期
の
問
題
に
関
わ
っ

て
い
た
。
本
論
の
検
討
で
、
「
嘉
」
と
は
越
筒
子
で
あ
る
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
人
名
と
す
る
見
解
は
そ
の
論
拠
を
失
っ

た
。
第
一
説
に
立
っ
て
、

そ
の
意
味
は
越
筒
子
に
対
す
る
尊
称
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

六
、
お
わ
り
に

本
論
は
、
候
馬
盟
書
に
お
い
て
「
尼
」
（
他
に
「
化
」
な
ど
多
数
）
・
「
娩
」
と
釈
さ
れ
て
き
た
字
を
再
検
討
し
て
「
酬
ま
た
は
飢
（
色
↓
稜
）
」
・

「
品
↓
苗
（
抱
）
」
と
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
得
的
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
盟
書
の
製
作
時
期
は
、
趨
孟
（
越
鞍
、
越
桓
子
）
と
そ
の

一
族
で
あ
る
郎
郭
の
越
稜
と
が
争
っ
た
『
左
伝
』
定
公
十
三
年
（
前
四
九
七
）

i
哀
公
五
年
（
前
四
九
O
）
に
記
さ
れ
た
争
乱
時
と
な
る
。

「
中
行
寅
」
の
名
を
書
い
て
い
る
墨
書
盟
書
も
、
朱
書
盟
書
と
同
ヒ
時
期
の
も
の
と
な
る
。

さ
ら
に
こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
検
討
を
す
す
め
た
結
果
、
関
連
す
る
問
題
点
に
つ
き
、
以
下
の
よ
う
に
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

－
盟
辞
に
見
え
る
「
泡
」
氏
の
筆
頭
「
氾
癌
」
は
、
『
左
伝
』
等
に
見
え
る
「
抱
吉
射
」
で
あ
ろ
う
。
一
方
が
名
、
他
方
が
字
名
で
あ

る
が
、
お
そ
ら
く
「
痕
」
が
名
で
は
な
い
か
。

A

マ
沼
氏
は
、

士
氏
を
第
一
次
氏
と
す
る
第
二
次
氏
で
、
別
系
に
「
士
氏
」
と
称
し
続
け
た
一
系
が
あ
る
。
ま
た
沼
氏
か
ら
分
か
れ
た

の
宗
主
に
し
て
『
左
伝
』
等
に
み
え
る
「
士
鮒
」
（
析
成

鮒
）
、
「
司
冠
」
氏
は
「
司
功
氏
」
に
し
て
そ
の
宗
主
な
ら
び
に
有
力
者
で
は
な
い
か
。

「
司
功
氏
」
が
あ
る
。
盟
辞
に
見
え
る
「
史
観
」
は
こ
の
土
氏
（
別
系
）

侯
馬
盟
書
「
及
・
「
些
の
字
釈
と
そ
の
関
連
面
題

六
九



侯
馬
盟
書
「
令
」
・
「
持
－
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

七。

－
盟
辞
に
見
え
る
「
趨
致
」
は
『
左
伝
』
等
に
見
え
る
「
中
行
寅
」
で
あ
り
、
「
致
」
と
「
寅
」
と
は
名
と
字
名
と
の
関
係
に
あ
ろ
う

（
い
ず
れ
が
名
か
は
不
明
）
。
「
過
」
は
邑
名
の
類
で
は
な
い
か
。

－
盟
辞
中
の
敵
対
者
の
増
加
の
さ
せ
か
た
に
は
一
定
の
型
式
が
あ
り
、
核
に
な
る
人
物
の
下
に
増
や
し
て
ゆ
く
と
い
う
手
法
を
と
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
第
三
類
の
敵
対
者
は
、
越
稜
・
沼
療
と
そ
の
一
族
・
蒐
徳
と
そ
の
一
一
族
・
晋
侯
ゆ
か
り
の
臥
女
な
ら
び
に
障
と
そ
の

一
族
・
郡
部
越
氏
の
一
族
・
那
郡
趨
氏
に
与
し
た
者
お
よ
び
そ
の
一
族
・
趣
致
と
そ
の
一
族
・
史
観
一
と
そ
の
一
族
・
司
憲
氏
と
そ

の
一
族
と
い
う
順
位
で
記
さ
れ
た
。
こ
の
越
稜
を
首
位
に
置
き
、
晋
の
公
族
を
活
氏
よ
り
下
位
に
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
郁
郭
越
氏

の
一
族
、
そ
れ
に
与
し
た
者
と
続
く
順
位
は
、
郡
部
越
氏
の
蒐
氏
に
対
す
る
付
属
的
な
位
置
と
対
照
的
に
、
本
来
郎
郭
趨
氏
の
中

に
位
置
す
る
は
ず
の
越
稜
が
盟
辞
上
の
首
位
と
い
う
異
常
な
位
置
に
居
る
点
を
き
わ
だ
た
せ
、
侯
馬
盟
書
が
越
孟
集
団
の
手
に
な

る
こ
と
の
傍
証
と
な
る
。

－
温
県
盟
書
の
製
作
時
期
を
決
め
る
べ
き
「
十
五
年
十
二
月
乙
未
朔
辛
酉
」
は
夏
暦
に
よ
る
紀
年
で
、
晋
の
定
侯
十
五
年
（
西
暦
前
四

九
八
i
四
九
七
年
初
め
）
の
十
二
月
二
十
七
日
で
あ
り
、
西
暦
前
回
九
七
年
一
月
十
五
日
に
当
た
る
。
問
題
の
争
乱
が
実
態
土
開
始

さ
れ
る
直
前
で
あ
る
。
侯
馬
盟
書
第
一
類
に
記
さ
れ
た
紀
年
は
「
十
又
二
。
月
甲
寅
脳
乙
丑
」
と
さ
れ
て
き
た
が
、
実
は
「
十

又
J

一8

月
甲
寅
脚
乙
丑
」
の
「
一
ご
が
不
鮮
明
に
な
っ
た
も
の
で
、
こ
の
月
は
『
左
伝
』
（
魯
）
定
公
十
五
年
二
月
に
あ
た
る
普

定
侯
十
八
年
の
（
夏
暦
）
十
ニ
月
で
あ
る
。
「
甲
寅
拙
」
は
天
文
学
上
の
二
日
（
西
暦
前
四
九
六
年
十
二
月
二
十
八
日
）
に
当
た
り
、
「
乙

丑
」
は
西
暦
前
四
九
五
年
一
月
八
日
に
当
た
る
。

－
「
嘉
」
は
越
簡
子
に
対
す
る
尊
称
で
あ
ろ
う
。

本
論
に
述
べ
て
き
た
点
は
以
上
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
侯
馬
盟
書
は
、
今
後
前
五
世
紀
初
め
を
反
映
す
る
貴
重
な
史
料
と
し
て
よ

り
重
要
性
を
増
す
で
あ
ろ
う
。



註

1 

拙
稿
「
春
秋
晋
国
世
族
と
そ
の
管
領
邑
」
（
『
鳥
取
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
・
人
文
社
会
科
学
』
三
三
、

よ
ぴ
「
同
｜
続
｜
」
（
同
三
四
、
一
九
八
三
年
十
月
）
四
五
i
四
七
頁
）
。

拙
著
『
春
秋
グ
耳
目
国
侯
馬
盟
書
。
字
体
通
覧
l
山
西
省
出
土
文
字
資
料

i
』
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
叢

刊
、
別
集
一
五
。
一
九
八
八
年
三
月
三
十
日
）
。

長
甘
（
越
領
）
「
侯
馬
盟
書
叢
考
」
（
『
文
物
』
一
九
七
五
年
五
期
、
山
西
省
文
物
工
作
委
員
会
『
侯
馬
盟
書
』
に
増
補
再
録
）
、
江
村
治
樹
「
侯

馬
盟
書
考
」
（
『
内
田
吟
風
博
士
頒
寿
記
念
東
洋
史
論
集
』
所
収
、
同
記
念
会
編
、
同
朋
社
、
一
九
七
八
年
）
。

唐
蘭
「
侯
馬
出
土
晋
国
越
嘉
之
盟
載
書
新
釈
」
（
『
文
物
』
一
九
七
二
年
八
期
）
、
高
明
「
侯
馬
載
書
盟
主
考
」
（
『
古
文
字
研
究
』
第
一
輯
、

一
九
七
九
年
）
、
鳩
時
「
侯
馬
盟
書
与
温
県
盟
書
」
（
『
考
古
与
文
物
』
一
九
八
七
年
二
期
）
。

分
類
名
は
、
前
掲
（
2
）
書
に
用
い
た
も
の
と
閉
じ
。
同
書
五
頁
参
照
。

前
掲
（
3
）
「
侯
馬
盟
書
叢
考
」
。

前
掲
（
4
）
「
侯
馬
載
書
盟
主
考
」
。

吉
本
道
雅
「
春
秋
載
書
考
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
四
三
｜
四
、
一
九
八
五
年
）
、
「
晋
国
出
土
載
書
考
」
（
『
古
史
春
秋
』
二
、
一
九
八
五
年
八

月
、
朋
友
書
店
）
。

越
領
「
侯
馬
盟
書
叢
孜
続
」
（
『
古
文
字
研
究
』
第
一
輯
、
一
九
七
九
年
）
。

新
城
新
蔵
『
東
洋
天
文
学
史
研
究
』
（
弘
文
堂
、
一
九
二
八
年
九
月
）
。

張
培
稔
『
中
国
先
秦
史
暦
表
』
（
斉
魯
出
版
社
、
一
九
八
七
年
六
月
）
。

新
城
前
掲
（
叩
）
書
（
三
二
三
i
四
頁
）
も
述
べ
る
よ
う
に
、
『
春
秋
』
と
『
左
伝
』
と
の
聞
に
は
、
日
月
の
相
違
す
る
も
の
が
あ
る
。
新
城

氏
は
こ
れ
に
よ
っ
て
夏
暦
な
ど
様
々
な
暦
の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
に
懐
疑
的
だ
が
、
こ
れ
に
拠
る
立
場
で
は
、
つ
ま
り
周
王
あ
る
い
は
晋

侯
の
「
十
五
年
」
と
周
暦
の
「
十
二
月
」
に
こ
だ
わ
る
限
り
、
温
県
盟
書
の
暦
日
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
叙
島
忠
夫
『
支
那
暦
法

起
源
考
』
（
一
九
三

O
年
一
月
、
復
刻
一
九
七
九
年
十
月
、
第
一
書
房
）
四
章
「
春
秋
の
記
事
に
含
ま
れ
た
る
暦
法
」
（
一
二

O
頁
）
は
、
春

秋
時
代
に
任
意
に
閏
月
を
挿
入
し
て
い
た
こ
と
を
説
く
。
ま
た
同
五
章
「
左
伝
・
国
語
の
記
事
に
含
ま
れ
た
る
暦
法
」
（
一
五
五
頁
）
は
、

『
左
伝
』
の
記
事
の
中
、
晋
国
に
関
す
る
も
の
は
夏
暦
を
も
っ
て
示
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
な
お
、
西
周
の
暦
じ
関
す
る
浅
原
達
夫
氏
の

コ
メ
ン
ト
（
「
西
周
金
文
と
暦
」
〈
『
東
方
学
報
・
京
都
』
五
八
、
一
九
八
六
年
三
月
V
七
七
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
九
八
二
年
十
月
）
四
O
頁
、
お

2 3 
（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

（叩）
（日）
（ロ）

侯
馬
盟
書
「
会
」
・
「
狩
」
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

七



侯
馬
盟
書
「
合
」
・
「
持
一
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

七

13 

前
掲
（
ロ
）
飯
島
論
文
「
春
秋
の
記
事
に
含
ま
れ
た
る
暦
法
」
（
一
二

O
頁
）
参
照
。
立
冬
を
含
む
月
を
正
月
と
す
る
暦
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

つ
楚
暦
。
小
考
｜
対
《
楚
月
名
初
探
》
的
管
見
｜
」
（
『
中
山
大
学
学
報
・
哲
学
社
会
科
学
版
』
一
九
八
一
年
二
期
）
参
照
。
た
だ
し
、
こ

の
小
論
で
問
題
に
し
た
の
は
、
戦
国
時
代
の
楚
の
暦
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
を
執
筆
当
時
、
実
際
の
天
文
現
象
と
諸
暦
の
初
一
と
の
ず
れ
や
置

聞
に
つ
い
て
、
理
解
が
不
十
分
な
ま
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
点
に
つ
き
検
討
し
な
お
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

注
目
鼎
『
歴
代
長
術
輯
要
』
は
問
題
の
正
月
朔
を
「
甲
午
」
（
乙
未
の
前
日
）
と
し
、
談
宗
英
編
『
中
国
史
暦
日
和
中
西
暦
日
対
照
表
』
は

「
乙
未
」
と
す
る
。

前
掲
（
8
）
「
晋
国
出
土
載
書
考
」
一
二
九
頁
。
た
だ
し
、
氏
が
こ
の
年
の
周
暦
正
月
の
他
に
同
三
月
（
乙
未
朔
）
を
問
題
と
し
、
後
者
を
有

力
と
す
る
の
は
適
切
で
は
な
い
。
冬
至
を
含
む
月
を
正
月
と
す
る
周
暦
に
あ
っ
て
は
、
三
月
は
常
に
立
春
を
含
む
月
（
こ
れ
が
夏
暦
正
月
に

な
る
）
よ
り
前
に
位
置
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
実
際
前
掲
（
U
）
『
中
国
先
秦
史
暦
表
』
を
参
照
す
れ
ば
、
周
暦
二
月
（
西
暦
前
回

九
七
年
一
月
十
九
日

i
二
月
十
七
日
）
が
立
春
を
含
む
月
で
あ
る
。
た
だ
『
中
国
先
秦
史
暦
表
』
史
日
朔
閏
表
は
、
こ
れ
を
夏
暦
の
十
二
月

の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
が
、
前
年
の
置
閏
を
遅
ら
せ
て
こ
れ
を
正
月
と
し
、
閏
月
を
そ
の
次
に
置
く
べ
き
だ
ろ
う
。
な
お
、
本
文
に
述
べ

た
紀
年
推
定
の
過
程
の
一
部
は
、
河
南
省
文
物
研
究
所
「
河
南
温
県
東
周
盟
誓
遺
祉
一
号
炊
発
掘
筒
報
」
（
『
文
物
』
一
九
八
三
年
三
期
）
に

す
で
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。

注
目
鼎
『
歴
代
長
術
輯
要
』
・
談
宗
英
編
『
中
国
史
暦
日
和
中
西
暦
日
対
照
表
』
と
も
に
問
題
の
三
月
朔
を
「
丙
申
」
（
「
乙
未
」
の
翌
日
）

と
す
る
。

郭
沫
若
「
侯
馬
盟
書
試
探
」
（
『
文
物
』
一
九
六
六
年
二
期
）
。

郭
沫
若
「
出
土
文
物
二
三
事
」
（
『
文
物
』
一
九
七
二
年
三
期
）
。

張
領
前
掲
（
9
）
論
文
、
七
八
頁
紹
介
。

陶
正
剛
・
王
克
林
「
侯
馬
東
周
盟
誓
遺
祉
」
（
『
文
物
』
一
九
七
二
年
四
期
）
。

前
掲
（
四
）
論
文
。

上
古
音
で
は
、
「
稜
」
（

E
写
、
舌
尖
前
音
、
之
部
入
声
）
と
「
尼
」
（
宮
室
、
舌
尖
音
、
脂
部
陰
声
開
口
平
声
）
と
は
、
声
母
系
統
が
異
な

り
、
韻
部
も
通
韻
の
関
係
に
な
い
。
「
即
」
（
官
官
、
舌
尖
前
音
、
脂
部
入
声
）
を
介
在
さ
せ
て
も
結
論
は
変
ら
な
い
。
以
上
、
上
古
音
を

め
ぐ
っ
て
は
、
こ
の
議
論
に
お
い
て
評
価
の
高
い
董
同
紙
『
上
古
音
勧
表
稿
』
（
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
単
刊
』
甲
種
之
二
十
て

台
湾
国
風
出
版
社
、
一
九
四
四
年
十
二
月
）
を
参
照
す
る
。
（
）
内
は
、
前
者
が
本
書
に
よ
る
推
定
音
、
中
者
が
声
母
系
統
、
後
者
が
韻

部
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
『
表
稿
』
の
索
引
と
し
て
、
慶
谷
寿
信
編
『
董
同
紙
8

上
古
音
曲
表
稿
e
索
引
・
付
訂
正
表
』
（
文
海
出
版
社
、

（

M）
 

15 16 （口）
（問）
（叩）
（却）
（幻）
（幻）



以
下
に
お
い
て
も
、

上
古
立
日
の
議
論
は
こ
の
二
書
を
参
照
す
る
。

（お）

（

M）
 

（お）
（部）
（訂）
（鵠）
（却）

台
北
、
一
九
七
八
年
七
月
）
が
あ
る
。

前
掲
（
4
）
「
侯
馬
載
書
盟
主
考
」
。

前
掲
（
幻
）
書
参
照
。

前
掲
（
4
）
「
侯
店
内
載
書
盟
主
考
」
末
尾
紹
介
。

コ
一
三
頁
。

白
川
静
『
説
文
新
義
』
（
一
九
七
四
年
六
月
、
白
鶴
美
術
館
）
、
巻
八
の
一
三
四
頁
「
尼
」
、

白
川
静
『
字
統
』
（
一
九
八
四
年
八
月
、
平
凡
社
）
、
六
六
八
頁
「
尼
」
。

河
南
省
文
物
研
究
所
『
信
陽
楚
墓
』
（
『
中
国
田
野
考
古
報
告
集
・
考
古
学
専
刊
』
丁
種
第
二
一
十
号
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
六
年
三
月
）
。

「
色
」
関
係
に
つ
い
て
は
、
図
版
一
一
三
お
よ
び
一
二
五
頁
の
「
一

1
0
こ
。
「
為
」
関
係
に
つ
い
て
は
、
図
版
一
一
四
「
一

1
0九」

等。羅
福
顕
主
編
『
古
爾
葉
編
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
一
年
十
二
月
）
、
三
六
七
頁
。

蛇
足
の
議
論
で
は
あ
る
が
、
侯
馬
盟
書
の
問
題
の
字
H
A村
u

を
「
桂
」
と
書
く
例
（
『
通
覧
』
表
問
「
一
五
二
｜
二
」
）
が
あ
り
、
議
論
の
な

り
ゆ
き
で
は
、
こ
れ
を
「
趨
鞍
」
の
「
鞍
」
と
す
る
無
謀
な
見
解
も
出
て
来
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
こ
の
議
論
の
成
立
ち
得
な
い
点
を
述

べ
て
お
き
た
い
。
こ
の
字
の
発
音
を
表
す
部
首
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
「

t」
（
「
往
」
の
偏
芳
）
と
「
4
1
」
で
あ
る
。
ま
ず
前
者
の
可

能
性
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
場
合
発
音
は
「
往
」
と
同
じ
に
な
る
だ
ろ
う
。
第
四
類
に
見
え
る
「
往
」
（
『
通
覧
』
表
制
1
揃
頁
）
の
大

半
と
同
じ
に
作
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
第
四
類
に
は
、
す
待
」
字
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
同
じ
朱
書
盟
書
で
あ
る
）
。
こ
の
字
は
、
上
古

音
で
は
「

3
i
、
舌
根
立
目
、
陽
都
合
口
」
に
属
し
、
こ
の
音
を
名
と
し
て
も
つ
越
氏
の
人
名
を
探
す
と
、
越
鞍
（
趨
簡
子
）
の
「
鞍
」
が

「
品
目
曲
、
喉
音
、
陽
部
開
口
」
で
、
遠
く
な
い
音
と
し
て
見
い
だ
せ
る
程
度
で
あ
る
（
前
掲
（
担
）
）
。
し
か
し
、
声
部
系
統
も
異
な
る
と
い

う
点
を
敢
え
て
無
視
し
て
、
無
理
に
議
論
を
進
め
て
も
、
史
料
と
の
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
く
な
る
。
す
な
わ
ち
彼
が
こ
の
盟
舎
に
関
わ
る
と

す
る
と
、
時
期
は
第
一
説
に
合
致
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
人
物
の
立
場
が
全
く
逆
に
な
り
、
彼
が
盟
誼
さ
れ
る
者
の
筆
頭
に
位
置
し
、
「
。
帥
件
。

氏
」
の
仲
間
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
す
る
と
第
一
説
を
補
完
す
る
は
ず
の
墨
書
盟
書
「
第
五
類
一
種
」
の
銘
文
「
食
（
総
）
出
内
子
中
行

寅
及
8

材
。
口
之
所
」
（
口
は
欠
字
）
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
中
行
寅
の
仲
間
と
な
っ
て
し
ま
い
、
史
料
記
載
と
全
〈
合
わ
な
く
な
る
。
い

ま
、
「
令
」
に
関
す
る
従
来
の
字
釈
を
否
定
し
た
上
で
の
議
論
を
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
時
期
を
勘
案
し
て
の
こ
の
史
料
上
の
坦
時

は
決
定
的
で
あ
り
、
「
鞍
」
と
す
る
釈
文
は
適
当
で
は
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。

張
領
前
掲
（
叩
）
論
文
は
、
こ
の
「
軽
」
を
「
狂
」
と
釈
し
、
超
稜
を
非
望
し
た
も
の
と
し
た
。
前
掲
（
2
）
拙
著
も
字
釈
の
み
は
こ
れ
を
承

巻
九
の
六
八
l
七
O
頁
「
色
」
。

（却）
（但）

侯
馬
盟
書
「
令
」
・
「
埜
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

七



侯
馬
盟
書
「
令
」
・
「
帥
世
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

七
四

（詑）
（お）
（出）
（お）
（泌）
（幻）

け
た
。
確
か
に
問
題
の
字
は
「
狂
」
の
小
築
「
桂
」
に
似
て
部
首
を
共
有
す
る
が
、
本
文
に
上
述
し
た
よ
う
に
鼠
書
の
他
の
字
例
に
お
い
て

「
ざ
」
を
干
」
と
記
し
て
い
る
点
か
ら
推
す
と
、
問
題
の
「
守
」
は
「
三
で
は
な
い
よ
う
に
思
、
え
る
。

「
粧
」
が
「
骨
」
の
別
体
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
、
残
る
「

1
」
が
発
音
だ
と
す
る
時
、
「
色
」
と
の
関
連
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
る
。
「
食
」
に
つ
い
て
『
説
文
』
に

7
自
8

に
従
ふ
か
A
A
H

の
声
」
と
あ
る
こ
の
「
A
U

」
が
、
「
｛
1
」
の
よ

う
に
も
思
え
る
し
、
ま
た
「

n」
の
字
形
に
似
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
い
ず
れ
も
、
上
古
音
と
し
て
一
般
に
議
論
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
同
音
関
係
を
想
定
す
る
に
は
材
料
不
足
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
承
知
の
上
で
検
討
を
続
け
る
と
、
上
記
の
説
明
が
あ

る
以
上
は
「
b

」
は
「
食
」
と
同
じ
発
音
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
段
注
は
、
こ
れ
を
否
定
し
「
必
巴
に
従
ふ
」
と
訂
正
）
。
「
食
」
字
そ

の
も
の
は
侯
馬
盟
書
中
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
を
部
首
と
す
る
字
が
あ
る
。
す
べ
て
「
趣
致
」
の
「
欽
」
の
別
体
と
し
て
出
て
来
る
も

の
で
あ
る
（
「
程
」
『
通
害
表
位
、

m
i問
、
問
、
加
そ
れ
ぞ
れ
に
見
え
る
）
。
「
必
」
の
部
分
は
「
A
」
に
っ
く
り
、
上
掲
「
粧
」
の
問
題

の
部
首
と
同
じ
に
見
え
る
（
た
だ
し
厳
密
に
一
言
う
と
、
「
程
」
字
を
書
く
「
一
五
二

i
ご
は
「
僅
（
欽
）
」
字
が
不
明
で
あ
る
〈
『
通
覧
』

表

m
v）
。
「
食
」
は
上
古
音
で
は
「
苦
情
、
舌
尖
音
、
之
部
陰
声
開
口
、
あ
る
い
は
向
供
与
、
舌
面
前
音
、
之
部
入
声
関
口
」
で
、
「
色
」

（gr、
舌
尖
前
音
、
之
部
入
声
開
口
）
に
韻
母
が
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、
声
母
系
統
は
異
な
る
（
前
掲
（
M
）
）
。
ま
た
「

p
」
は
「
百
室
、

舌
尖
前
音
、
脂
部
入
声
関
口
」
で
韻
母
も
通
抑
の
関
係
に
な
い
。

荘
」
の
部
首
は
「
ー
で
あ
る
と
い
う
想
定
も
成
立
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
を
「

f」
（
矢
）
字
と
見
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場

合
は
、
本
文
に
す
で
に
「
色
」
の
別
体
「
類
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
よ
う
に
、
「
稜
」
と
音
通
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
字
は
報
告
書
（
山
西

省
文
物
工
作
委
員
会
『
侯
馬
盟
書
』
、
一
九
七
六
年
、
文
物
出
版
社
）
の
図
版
が
不
鮮
明
で
あ
る
し
、
同
書
の
「
侯
馬
盟
書
字
表
」
は
、
「
鞄
」

な
る
字
を
載
せ
て
い
る
の
で
、
確
証
を
得
な
い
。

以
上
、
本
論
の
議
論
と
は
次
元
を
異
に
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
こ
に
注
記
す
る
に
と
ど
め
る
。

な
お
、
状
況
証
拠
が
否
定
さ
れ
た
「
弁
」
に
つ
い
て
は
、
再
説
の
必
要
性
を
認
め
な
い
。

陳
夢
家
「
東
周
盟
誓
与
出
土
載
書
」
（
『
考
古
』
一
九
六
六
年
五
期
）
。

前
掲
（
却
）
論
文
。

周
法
高
『
周
秦
名
字
解
詰
柔
釈
補
編
』
（
中
華
叢
書
、
台
湾
書
店
、
一
九
六
四
年
十
月
）
。

国
立
政
治
大
学
中
国
文
学
研
究
所
博
士
論
文
。
一
九
八
三
年
七
月
。

前
掲
（
誕
）
書
、
五
一
頁
。

前
掲
（
担
）
書
、
五
一
頁
が
引
用
。



（却）
（羽）
（却）
（叫）
（位）
（必）
（叫）

『
易
』
の
繋
伝
や
文
言
の
成
立
時
期
は
、
秦
か
ら
漢
初
に
か
け
て
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
金
谷
治
『
秦
漢
思
想
史
研
究
』

日
本
学
術
振
興
会
、
八
一
年
加
訂
増
補
、
平
楽
寺
書
店
）
の
第
四
章
第
二
節
「
『
易
伝
』
の
思
想
」
三
八
二
頁
参
照
。

前
掲
（
1
）
論
文
、
三
五
l
一
二
六
頁
。

前
掲
（
1
）
論
文
、
三
一

1
三
三
頁
。

前
掲
（
1
）
論
文
、
三
八
頁
。

前
掲
（
制
）
書
、
九
三
百
円
。

前
掲
（
担
）
書
、
九
四
支
。

ち
な
み
に
「
醜
」
の
上
古
音
は
「

y
r、
舌
面
前
音
、
幽
部
陰
声
」
で
、
「
鎗
」
と
韻
部
は
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、
声
母
系
統
は
別
に
な
る

（
遠
く
は
な
い
）
。
し
か
も
、
『
通
覧
』
表
白
、
山
i
問
、
附
i
問
、
山

i
m
を
見
る
と
、
例
え
ば
表
山
「
三
｜
九
」
が
「
鬼
」
に
っ
く
り
、

表
山
「
九
二
｜
八
」
が
「
精
」
と
つ
く
っ
て
い
る
よ
う
に
、
「
曾
」
が
戸
符
で
あ
る
と
い
う
意
識
の
な
い
ま
ま
別
体
な
い
し
略
体
を
使
用
し

て
い
る
者
も
お
り
、
表
山
「
八
五
｜
一
一
」
の
よ
う
に
「
醜
」
に
つ
く
る
例
も
あ
る
が
、
概
ね
「
曾
」
を
使
用
し
て
い
る
点
を
こ
こ
で
は
重
視

し
た
。

拙
稿
「
越
孟
と
そ
の
集
団
成
員
の
『
室
』
｜
兼
ね
て
侯
馬
盟
蓄
を
検
討
す
る
｜
」
（
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
九
八
、
一
九
八
五
年
）
参

照。前
掲
（
日
）
「
河
南
温
県
東
周
盟
誓
遺
枇
一
号
炊
発
掘
筒
報
」

周
暦
・
夏
暦
い
ず
れ
に
で
も
可
。
前
掲
（
叩
）
書
「
春
秋
長
暦
図
」
参
照
。

山
西
省
文
物
工
作
委
員
会
『
侯
馬
盟
書
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
七
六
年
）
三
四
頁
。

賞
盛
湾
「
関
子
侯
馬
盟
書
的
主
要
問
題
」
（
『
中
原
文
物
』
一
九
八
一
年
二
期
）
。

前
掲
（
特
）
書
。
冒
頭
に
カ
ラ

i
図
版
も
あ
る
が
、
問
題
の
箇
所
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

前
掲
（
2
）
書
「
序
説
」
一

0
1
一
一
頁
参
照
。

湖
北
省
随
県
（
随
州
市
）
揺
鼓
敬
一
号
墓
（
曲
目
侯
乙
墓
）
出
土
竹
簡
の
三
九
号
簡
に
「
狐
」
と
釈
さ
れ
て
い
る
字
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
「
狐
」

と
釈
す
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
検
討
を
必
要
と
す
る
の
で
、
本
論
に
は
扱
わ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
「
者
切
（
汚
）
鐙
」
（
白
川

静
『
金
文
通
釈
』
二
三

O
な
ど
）
に
「
釘
（
汚
）
」
と
釈
さ
れ
て
い
る
字
古
川
一
は
、
「
万
（
弓
）
」
の
部
分
が
本
論
で
問
題
に
し
た
「
色
」
の

字
形
に
類
似
す
る
が
、
こ
の
字
は
こ
の
鐘
銘
に
多
用
き
れ
て
い
る
装
飾
文
字
要
素
（
占
む
と
い
、
フ
観
点
か
ら
の
検
討
が
必
要
な
の
で
、
こ
れ

も
割
愛
し
て
い
る
。
古
璽
印
に
「
信
」
と
釈
さ
れ
て
い
る
字
「
待
」
が
あ
り
（
「
信
城
侯
」
印
。
羅
福
願
主
編
『
古
璽
集
編
』
所
収
、
五
六

二
九
六

O
年、

45 （必）
（幻）
（特）

（
同
開
）

（叩）
（日）

（

臼

）

侯
馬
盟
書
「
令
」
・
「
椛
」
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

七
五



侯
馬
盟
書
「
令
」
・
「
持
－
の
字
釈
と
そ
の
関
連
問
題

七
六

頁

O
三
二
三
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
一
年
十
二
月
て
そ
の
偏
も
問
題
の
「
色
」
の
字
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
同
様
の
観
点
か
ら

の
検
討
を
必
要
と
す
る
だ
ろ
う
。
本
論
に
問
題
と
し
た
「
品
ど
と
い
う
字
も
こ
の
検
討
に
か
ら
め
て
考
察
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。


